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2013・7　広報いわで　　2【市民憲章】私たちは緑の山と紀の川の清流に育まれた岩出市の市民であることに誇りをもち
平和を重んじ豊かなまちをつくるためにこの憲章を定めます

　

い
よ
い
よ
夏
休
み
が
始
ま
り
ま
す
。
催
し
や
活
動
に
参
加
し
た
り
、

自
然
が
多
く
て
涼
し
い
場
所
に
行
っ
た
り
、
み
ん
な
で
集
ま
る
こ
と

で
、
節
電
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
地
域
の
絆
も
深
ま
り
ま
す
。

　

夏
の
思
い
出
作
り
に
み
な
さ
ん
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。「 夏 休 み 子 ど も 歴 史 学 習 会 」 の 　 　

　 　 　 　 　 　 　 参 加 を 募 集 し ま す

夏休みアニメ上映会

日時　7 月 28 日（日）

　　　開場　午前 10 時 15 分

　　　開演　午前 10 時 30 分

場所　岩出図書館　大会議室

　　　　　※入場は無料です（先着 100 名）

●おじゃる丸　満月ロード危機一髪

　　　　           タマにはマロも大冒険（50 分）

●がんばれスイミー（26 分）

　市民の皆様には日頃から節電にご協力い

ただき、ありがとうございます。

　今年も厳しい暑さが予想されますが、次

の節電の取り組み例を参考にしていただ

き、節電にご協力をお願いします。

《節電の取り組み例》

・ＯＡ機器は、使わない間はコンセントを  

　抜いておく。

・夏は、クールビズを心がけましょう。

・扇風機を併用し、エアコンの設定温度を

　上げる。

・エアコンのフィルターは、こまめに掃除する。

・冷房は、外出 30 分前に消すなどして使

　用時間を短くする。

・昼間は照明を控える。

・テレビは、つけっぱなしにしないようにする。

・テレビの照度を暗くする。

・テレビを見ないときは、本体の主電源を切る。

・朝と夕方に打ち水をする。

・窓にすだれやよしずを設置する。

※健康に影響のない範囲でご協力をお願い

　します。

○問い合わせ先　生活環境課　

夏の節電にご協力をお願いします！
地球温暖化対策シリーズ 62 回目

参加申込書を民俗資料館までご提出ください。なお、参加申込書は、
岩出市の公共施設で配布しています。電話での申込みはできません。
○申込み・問い合わせ先
　〒 649 ‐ 6202　岩出市根来 2306 ‐ 1

　岩出市民俗資料館　　℡ 63 ‐ 1499

図書館でのその他の

催しは 29 ページを

みてね！

)各月とも、

子どもふるさと歴史調査隊
　～戦国時代の岩出をさぐろう～

　夏の歴史学習として、民俗資料館の展示室をグループで調査し、普
段は見ることのできない展示室の裏側や、戦国時代の岩出の歴史につ
いて学んでいただきます。調査・学習が進むごとにスタンプを押し、
調査・学習を終えると（スタンプが集まると）参加者にプレゼントを
配ります。夏休みのふるさと学習の機会として、ぜひご参加下さい。
○応募対象者　

　市内在住の小学生 （４・５・６年生）
○日時　【7 月学習会】7 月 28 日（日）　【8 月学習会】  8 月 10 日（土）
　　　　午前の部　午前 10 時～ 11 時 30 分
　　　　午後の部　午後 1 時 30 分～ 3 時　   
○会場　岩出市民俗資料館　
○参加費用　無料

○持ち物　筆記用具

○定員　【7 月学習会】30 名（児童）　　　　　（午前の部 15 名）
　　　　【8 月学習会】30 名（児童）　　　　　（午後の部 15 名）
※先着順（7 月 8 月とも定員になり次第締切）資料館までの行き帰り
については、保護者の方にお願いします。保護者の方の学習会の見学
は、可能です。

○募集期間　　7 月 1 日（月）～ 7 月 20 日（土）
　　　　　　　〔8 月学習会の募集期間は、7 月 31 日（水）まで〕
○申込方法

も
う
す
ぐ
夏
休
み

　
　
　
　
　

出
か
け
ま
せ
ん
か
？



3　　広報いわで　2013・7 【市民憲章】自然を大切にしきれいなまちをつくりましょう

『夏休み
親子わくわく釣り体験
～親子で「ヘラブナ釣り」を
体験し、夏の思い出にしませ
んか！ ～』の参加者募集

（主催：吉野川・紀の川流域協議会）

▲へらぶな

 　「昨年まで花の数が少なかったけれ

ど、今年は一部分の土の入れ替えや根の

伸びしろ場所をつくったことなどの改善

成果がでるはずなので、期待していま

す。是非お越しください。」と話される

岡田さん。近くにある自然を体験

緑花センターに行こう！

岡田園長
さんにイ

ンタビュ
ー！

平成 25 年度　

夏のこども講座参加者募集！！　

 　　※詳しい内容は小学校を通

　　　じて配布されるチラシを

　　　ご覧ください。

 ●お問い合わせ先

　岩出市教育委員会　

　生涯学習課　公民館係　

　℡ 61-6963

サマークッキング
　　　があるよ！

　緑花センターのその他の催しなど
　　　　　　　　詳しくは 27 ページへ 

できる公園、根来山げんきの森でも、いろいろイベントを用意

しています！ぜひ遊びに来てくださいね！！

ハスの花たちがお出迎え？

遊びにでかけよう！

市民プールを開場します！
○開場期間及び時間

　7 月 1 日～ 8 月 31 日　午前 10 時～午後 5 時まで

○入場料

　小学 1 年生以上は、1 回の入場料 200 円（乳幼児は

無料）

※回数券（6 枚綴）を 1000 円で販売いたしますので、

ご利用ください。

○留意点

　安全のために、小学 3 年生以下の児童（乳幼児を含む）

には、必ず保護者の方が同伴してください。

　同伴する保護者の方は、水着を着用し、常時監視し

てください。

　（保護者 1 人で同伴できる子供は 2 人まで）

○問い合わせ先　生涯学習課スポーツ健康係

　（市民総合体育館内）　℡ 62-0370

　（開場時間内）

　堀口プール　℡ 62 ‐ 7533　　

　東公園プール　℡ 62 ‐ 8914

市民プールを開場します！

○日時：8 月 11 日（日）8 時 30 分現地集合（11 時 30 分解散予定）
○場所：隠れ谷池　（和歌山県橋本市清水地内）　
○内容：親子でのヘラブナ釣り体験（釣り方教室を開催します。初めての方大歓
迎！）　
※雨天の場合も催行しますので、傘などの雨具をご持参ください。
○参加料：無料
○対象・定員：小・中学生の子どもとその保護者 50 組　　先着順
○申込方法：電話・FAX・メールで（氏名、住所、電話番号、年令、学年を記入）
○申込締切：7 月 22 日（月）
○申込み・問い合わせ先　市長公室企画調整係
　℡：62 ‐ 2141（内線 113）　ＦＡＸ：63 ‐ 5229
　E-mail：koushitsu@city.iwade.lg.jp



2013・7　広報いわで　　4【市民憲章】健やかで生きがいをもつ市民になりましょう 【市民憲章】人を愛し助けあう笑顔のまちをつくりましょう

平成２５年度市政懇談会スケジュール表

開催日時 開催場所 参加地区名
７月２４日（水）     　１９：００ 山崎地区公民館 中島・金屋・畑毛
７月２６日（金）    　 １９：００ 根来地区公民館 今中・川尻
７月２７日（土）     　１０：００ 根来地区公民館 森・堀口・安上
７月３１日（水）  　   １９：００ 桜台地区公民館 山田・野上野・桜台
８月    ２日（金）        １９：００ 船山地区公民館 船戸・山崎
８月    ３日（土）        １０：００ 紀泉台地区公民館 紀泉台
８月    ３日（土）        １３：３０ 総合保健福祉センター 金池・西安上・原
８月    ５日（月）        １９：００ 上岩出コミュニティーセンター 新田広芝・東坂本
８月    ７日（水）        １９：００ 総合保健福祉センター 赤垣内・波分・曽屋
８月    ９日（金）        １９：００ 根来地区公民館 根来・尼ヶ辻・押川
８月１９日（月）         １９：００ 岡田集会所 岡田・溝川
８月２１日（水）         １９：００ 山崎地区公民館 中黒・吉田・湯窪
８月２３日（金）         １９：００ 上岩出地区公民館 南大池・西国分
８月２４日（土）         １０：００ 上岩出地区公民館 中迫・荊本
８月２４日（土）         １３：３０ 上岩出地区公民館 水栖・北大池
８月２６日（月）         １９：００ 岩出地区公民館 大町・高塚・清水
８月３０日（金）         １９：００ 総合保健福祉センター 山・境谷・相谷
９月　３日（火） 　　 １９：００ 岩出市役所 宮・西野・高瀬・備前

“地域の声”をお聞かせください！

　市政懇談会は、今年のまちづくりの方向性や市の主要施策について、市
民のみなさんにお知らせし、行政と市民のみなさんが直接対話することで

「地域の声」をまちづくりに活かすことを目的に、毎年開催しています。
　懇談会の主な内容は、①主要施策の説明（約１時間）②ご意見・ご要望
に対する回答③会場のみなさんとの懇談となっており、約２時間を予定し
ています。
○問い合わせ先　市長公室　市民ふれあい係　℡ 62 ‐ 2141（内線 118）

※　9 月 3 日（火）岩出市役所につきましては、4 月 8 日付けで各区・自治会長様に送付いたしましたスケジュー
ル表から日程変更していますのでご了承ください。
　都合によりやむを得ず日程等を変更する場合がありますが、その際には、事前に開催通知文を送付させていただ
いた対象地区の代表者の方にご連絡させていただきます。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
再
任

今年も “地域の声”をお聞かせください！

市民のみなさんの

ご参加をお待ちし

ています！！

夏夏
まだまだあります！！

 「市政懇談会」　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　  4 ページ　

 「げんきアップ教室」　　 　　　　　　　　　         　　　12 ページ

 「クリーン缶トリー運動イン岩出」                       　　　      16 ページ 

　　　「子育て」

　　　「生涯学習」　などの暮らしの情報　　　　　　　　　　　23 ページ以降

　　　「講座」

「青少年の非行・被害防止講演会」

「少年メッセージ 2013」 詳しくは

詳しくは を参照！

22 ページ を参照！

詳しくは を参照！



5　　広報いわで　2013・7

news
iwade

【市民憲章】健やかで生きがいをもつ市民になりましょう

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
再
任

湯ゆ
み
ね峯　

昌ま
さ
み美　

氏
（
東
坂
本
）

　

湯
峯　

昌
美
氏
が
、
六
月
定
例
市
議
会
に
お
い
て
選
任
の
同
意
を
得

て
、
平
成
二
十
五
年
六
月
十
一
日
付
け
で
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　    

消
防
団
長       
木き

む
ら村　

正ま
さ
お男

消
防
団
長
就
任
の
ご
挨
拶

　

盛
夏
の
候
、
市
民
の
皆
様
方
に

は
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
消
防
団
活
動
に
格
別
の

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
こ
と
、
こ
の
た
び
岩
出

市
消
防
団
か
ら
の
推
薦
を
受
け
、
5

月
12
日
に
岩
出
市
消
防
団
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
消
防
団
副
団
長
と
し

て
の
経
験
を
活
か
し
、
今
後
も
防

火
・
防
災
活
動
に
取
り
組
み
、
市
民

の
皆
様
方
の
生
命
、
財
産
の
保
護
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
防
火
・
防
災
活
動
に

格
別
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

参加資格者：お墓に関する業種の方

事前説明会：7 月 10 日 ( 水 )　午後 1 時 30 分～

　　　　　　根来公園墓地管理事務所にて

　　　　　　（※参加希望の方は必ずご出席ください）

参加申込受付期間：7 月 11 日 ( 木 ) ～ 8 月 30 日 ( 金 )

参加申込受付窓口：岩出市役所　都市計画課

開催期間 ( 予定 )：10 月 5 日 ( 土 ) ～ 10 月 6 日 ( 日 )

　　　　　　　　  午前 9 時 ～ 午後 3 時

　　　　　　　　  （1 日のみの参加も可能です。）

問い合わせ先：都市計画課　 

　　　　　　　℡ 62 ‐ 2141（内線 223）

お墓に関する事業者の皆様、 ぜひご参加を！！！

消
防
団
長
退
任
の
ご
挨
拶

　    

前
消
防
団
長　

味み
む
ら村　

孝
た
か
し       

　

猛
暑
の
み
ぎ
り
、
市
民
の
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご

健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
私
こ
と
、
市
民
の
皆
様
方

の
生
命
・
財
産
の
保
護
に
岩
出
市
消

防
団
長
と
し
て
17
年
間
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
5
月
11
日
を

も
ち
ま
し
て
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

在
職
中
は
、
市
民
の
皆
様
方
の
ご

協
力
の
も
と
、
消
防
団
活
動
が
で
き

ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
岩
出
市
消
防
団
の
活

動
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
方
の
生

命
・
財
産
の
保
護
さ
れ
る
こ
と
を
祈

念
す
る
と
と
も
に
、
新
消
防
団
長
の

も
と
消
防
団
の
ま
す
ま
す
の
活
躍
を

期
待
し
ま
し
て
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

       

根来公園墓地において、お墓に関する展示会や相談会の開催を予定しています。
参加を希望される事業者の方は、下記内容をご確認のうえ、お申し込みください。
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Ｈ 24.12.16 執行 衆議院議員総選挙（小選挙区）県内の市の投票率

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
　　　

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
岩
出
市
の
投
票

率
の
現
状
に
つ
い
て
ご
存
知
で
す
か
。

　

昨
年
12
月
16
日
に
執
行
さ
れ
た
衆

議
院
議
員
総
選
挙
の
投
票
率
は
、
下

記
の
表
の
と
お
り
、
県
内
の
他
市
と

比
べ
て
一
番
低
い
結
果
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

特
に
、
将
来
を
担
う
若
い
世
代
の

投
票
率
が
低
く
、
多
く
の
方
が
棄
権

し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

　

投
票
を
棄
権
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
政
治
参
加
の
重
要
な
機
会
を

失
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

選
挙
は
、
自
分
た
ち
の
生
活
や
社

会
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
意
見
を

政
治
に
反
映
し
て
く
れ
る
代
表
を
選

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
入
院
や
他
市
町
村
に
滞
在
さ
れ
て

い
る
方
な
ど
は　

　

不
在
者
投
票
が
で
き
る
施
設
と
し

て
指
定
さ
れ
て
い
る
病
院
や
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
等
を
さ
れ
て
い

る
方
は
、
そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
の
で
、
施
設
の
長
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

他
市
町
村
に
滞
在
さ
れ
て
い
る
方

は
、
滞
在
先
の
市
町
村
で
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
が
、
手
続
き
が
必
要

と
な
り
、
時
間
を
要
し
ま
す
の
で
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
早
め
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

次
の
①
又
は
②
に
該
当
す
る
方
は

郵
便
等
に
よ
り
自
宅
で
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。

①
交
付
を
受
け
た
身
体
障
害
者
手
帳

に
、
障
害
の
程
度
が
、
両
下
肢
、
体

幹
、
移
動
機
能
の
障
害
に
あ
っ
て
は

1
級
又
は
2
級
、
心
臓
、
じ
ん
臓
、

呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸

の
障
害
に
あ
っ
て
は
1
級
又
は
3

級
、
免
疫
、
肝
臓
の
障
害
に
あ
っ
て

は
1
級
か
ら
3
級
ま
で
で
あ
る
者
と

記
載
さ
れ
て
い
る
方

ぶ
こ
と
で
す
。　

　

選
挙
が
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
や
暮

ら
し
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と

を
ご
存
知
で
す
か
。

　

今
回
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
か

ら
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用

し
た
選
挙
運
動
も
解
禁
さ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
普
段
か
ら
政
治
と
選
挙

に
深
い
関
心
と
高
い
意
識
を
持
ち
、

積
極
的
に
選
挙
に
参
加
す
る
と
と
も

に
、
大
切
な
一
票
を
棄
権
す
る
こ
と

な
く
投
票
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

岩
出
市
選
挙
管
理
委
員
会
と

岩
出
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
か

ら
の
お
願
い
で
す
︒

布
し
ま
す
。
ま
た
、
各
公
共
施
設
に

も
用
意
し
ま
す
。

　

な
お
、
新
聞
を
購
読
さ
れ
て
い
な

い
世
帯
に
は
、
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
市
選
挙
管
理
委
員
会

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

℡
62
︲
２
１
４
１

　
（
内
線
１
２
５
）

　

第
23
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が

7
月
中
に
執
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。

　

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
旅
行
な
ど

の
理
由
で
投
票
に
行
け
な
い
見
込
み

の
方
は
、
期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

○
期
日
前
投
票
は

　

公
示
日
の
翌
日
か
ら
投
票
日
の
前

日
ま
で
、
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
含

む
毎
日
、
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後

8
時
ま
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
岩
出
市
役
所
1
階
第
1
会
議
室

投票へ行こう！！

当日有権者数（人） 投票者数（人） 投票率（％）

和歌山市 311,046 178,115 57.26
海南市 46,632 29,354 62.95
橋本市 54,871 34,498 62.87
有田市 25,458 15,364 60.35
御坊市 20,793 13,430 64.59
田辺市 65,821 40,164 61.02
新宮市 26,292 17,412 66.23

紀の川市 55,022 33,668 61.19
岩出市 41,159 22,744 55.26

②
交
付
を
受
け
た
介
護
保
険
の
被
保

険
者
証
に
、
要
介
護
5
で
あ
る
者
と

記
載
さ
れ
て
い
る
方

　

な
お
、
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投

票
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
事
前
の

登
録
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
手
続
き

に
時
間
を
要
し
ま
す
の
で
、
市
選
挙

管
理
委
員
会
へ
お
早
め
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
選
挙
公
報
は
新
聞
折
込
み
で
配
布

し
ま
す
︒

　

選
挙
公
報
は
、
投
票
日
の
2
日
前

ま
で
に
新
聞
折
込
み
で
各
世
帯
に
配
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news iwade

【市民憲章】産業を育成し活力あふれるまちづくりに努めましょう

  届けよう　　　　　　　　
　　            あなたの想い　
　　　　　　　                  一票で　

投票所・投票区域一覧表
投票区 投票所住所 投票所の名称 通称名 区域

第 1 投票区 清水 386 番地の 12 岩出地区公民館 大町・高塚・清水・宮

第 2 投票区 中黒 52 番地の 2 山崎地区公民館
中黒・湯窪・金屋

畑毛（1 ～ 269・303 ～ 331）

第 3 投票区 境谷 255 番地 境谷集会所 境谷

第 4 投票区 根来 535 番地の 2
岩出市農業構造改善総合

センター
根来地区公民館

根来（475 ～ 2278・2280 ～ 2366）

森・堀口・尼ヶ辻

第 5 投票区 押川 133 番地 押川集会所 押川

第 6 投票区 水栖 199 番地の 3 岩出市農家高齢者創作館 上岩出地区公民館
中迫（1 ～ 104・568 ～ 666）

水栖・野上野（35 ～ 546）

第 7 投票区 山崎 122 番地
岩出地区水田利用再編対

策研修指導施設
船山地区公民館 船戸・山崎

第 8 投票区 𠮷田 382 番地の 44 鴨沼集会所 𠮷田（68 ～ 445）

第 9 投票区 山 508 番地の 30 山宮の浦自治会集会所 山（1 ～ 539）・相谷（120 ～ 212）

第10投票区 西野 264 番地 岩出市中央公民館
西野・高瀬・備前

中島（864 ～ 918）・畑毛（270 ～ 302）

第11投票区 荊本 63 番地の 2 岩出市立市民総合体育館
曽屋（374 ～ 387・420 ～ 458）・川尻

荊本・中迫（105 ～ 567・667 ～ 708）

第12投票区 紀泉台 428 番地 紀泉台地区公民館 原・西安上・紀泉台・安上

第13投票区 北大池 84 番地の 2
上岩出地区コミュニティ

センター

北大池（1 ～ 333・354 ～ 489）

南大池・東坂本・新田広芝・今畑

第14投票区 岡田 463 番地 岡田集会所
岡田

溝川（1 ～ 208・271 ～ 310）

第15投票区 金池 92 番地
岩出市総合保健福祉セン

ター
ii（あいあい）センター

金池・赤垣内・波分

曽屋（1 ～ 373・388 ～ 419）

第16投票区 西国分 668 番地
社会福祉法人皆楽園在宅

介護支援センター
皆楽園

溝川（209 ～ 270）

西国分

第17投票区 中島 137 番地の 3 中島会館 中島（1 ～ 863・919 ～ 1284）

第18投票区 山 719 番地 サンホール
𠮷田（1 ～ 67）・山（540 ～ 1005）

相谷（1 ～ 119・213 ～ 630）

第19投票区 桜台 494 番地 桜台地区公民館
根来（1 ～ 474・2279）・今中・桜台

野上野（1 ～ 34）・山田・北大池（334 ～ 353）
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税    務    課 からのお知らせ
【問い合わせ先】　税務課　TEL.62-2141（代）

　　　　　　　　市民税係　　　内線141~144
　　　　　　　　固定資産税係　内線145~147
　　　　　　　　納税係　　　　内線151~153　からのお知らせ

（
納
税
義
務
者
）

給
与
所
得
者

個 人 住 民 税 の 特 別 徴 収 の 方 法 に よ る 納 税 の し く み

（
特
別
徴
収
義
務
者
）

給
与
支
払
者

市　

町　

村（６月から翌年５月
        の給与支払時）

①給与支払報告書の提出

②特別徴収税額の通知

⑤税の納入

（1 月 31 日まで）

（5 月 31 日まで）

（翌月 10 日まで）

③特別徴収税額の通知

④税の徴収

○
特
別
徴
収
と
は
？

従
業
員
︵
給
与
所
得
者
︶
の
個
人
住
民

税
は
、
事
業
者
︵
給
与
支
払
者
︶
が
毎

月
徴
収
し
、
市
町
村
に
納
税
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん

所
得
税
の
源
泉
徴
収
に
あ
た
る
も
の
が
、
住
民
税
︵
市
県

民
税
︶
で
は
特
別
徴
収
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
︒

　

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
、
事
業
者
（
給
与
支
払
者
）

が
、
住
民
税
の
納
税
義
務
者
で
あ
る
従
業
員
（
給
与
所
得
者
）

に
代
わ
っ
て
、
毎
月
に
支
払
う
給
与
か
ら
住
民
税
を
徴
収
（
天

引
き
）
し
、
市
町
村
に
納
入
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

○
ど
の
よ
う
な
場
合
に
事
業
者
は
、
特
別
徴
収
義
務

　
者
に
な
る
の
で
す
か
？

所
得
税
を
源
泉
徴
収
し
て
い
る
場
合
は
、
個
人
住
民
税
に

つ
い
て
も
特
別
徴
収
の
義
務
が
あ
り
ま
す
︒

　

地
方
税
法
で
は
、
前
年
中
に
給
与
所
得
が
あ
っ
た
個
人
住
民

税
の
納
税
義
務
者
で
、
そ
の
年
の
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
、

事
業
者
か
ら
給
与
の
支
払
を
受
け
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
特

別
徴
収
の
方
法
に
よ
り
個
人
住
民
税
を
納
入
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
従
業
員
ご
と
の
住
民
税
額
は
、
市
町
村
で
計
算
し
、
お
知
ら

　

せ
し
ま
す
。

・
従
業
員
の
方
に
と
っ
て
も
、
納
税
の
た
め
に
金
融
機
関
等
に

　
出
向
く
手
間
を
省
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
税
係
（
内
線
１
４
１
～
１
４
４
）

家屋を滅失（取り壊し等）されたときは・・・

②登記がない場合①登記がある場合

上記いずれかの手続が必要です。

法務局へ『滅失登記』

※滅失登記が遅れる場合は

　市役所へ『家屋滅失届』

市役所へ

　　『家屋滅失届』

家屋を取り壊したら・・・

平
成
25
年
度
固
定
資
産
税
2
期
分
の
納
期

限
は
、

７
月
31
日
︵
水
︶
で
す
。

期
日
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
お
納
め
く
だ
さ

い
。

固
定
資
産
税
納
期

　家屋に対する固定資産税

は、毎年１月１日現在の状況

に基づいて課税されます。年

の途中で取り壊し等された家

屋につきましては、翌年度の

課税内容に影響がありますの

で、 必 ず 手 続 を お 願 い し ま

す。
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からのお知らせ
﹁
安
心
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
﹂
の
実
現
の
た
め
、  

 

市
税
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

上
で
大
切
な
財
源
で
す
。
滞
納
さ
れ

て
い
る
方
が
、
様
々
な
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
は
、
納
期
内
に
納

付
さ
れ
て
い
る
多
数
の
納
税
者
と
滞

納
さ
れ
て
い
る
方
の
間
に
不
公
平
が

生
じ
ま
す
。
こ
れ
は
許
さ
れ
る
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
い
方

に
は
、
督
促
状
や
催
告
状
を
発
送
し

ま
す
。
そ
れ
で
も
な
お
納
付
い
た
だ

け
な
い
場
合
は
、
や
む
を
得
ず
滞
納

処
分
（
差
押
え
）
を
行
い
ま
す
。

　

財
産
を
差
し
押
さ
え
ら
れ
て
、
初

め
て
問
い
合
わ
せ
な
ど
を
さ
れ
る
方

が
お
ら
れ
ま
す
が
、
差
押
え
を
行
う

と
滞
納
金
額
を
完
納
す
る
ま
で
差
押

滞
納
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

納付が遅れる場合や納付が困難な場合は、税務課納税係までご連絡・ご相談ください。

（※納期内に完納されない場合、年利率 14.6％の延滞金がかかります。）
２　納税相談

３　納税催告

４　財産調査

５　給与調査

６　滞納処分

滞納されている方の財産を官公署や金融機関等に対し調査を行います。

納期限が過ぎても納付がない場合は、文書による催告を行います。

滞納されている方が給与所得者である場合、給与の差押えを行うために、勤務先に対し

給与調査を行います。なお、滞納されている方が自営業の場合は、売掛金も調査対象と

なります。

納期限までに納付されない方に対し、納期限後 20 日以内に督促状を発送します。１　督促状発送

預貯金・給与・生命保険などが差押えの対象となります。土地・建物などがあれば差押

えを行い、差押え後も納付されない場合は、差し押さえた財産の公売を行います。

からのお知らせ税収の確保に努めています！

え
を
解
除
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
給
与
等
の
場
合
は
、
事
前
に
会

社
等
へ
給
与
照
会
を
行
い
ま
す
の

で
、
職
場
に
知
ら
れ
る
の
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
差
押
え
が
数
か
月
に
及

ぶ
こ
と
も
あ
り
、
会
社
等
に
大
変
迷

惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

税
を
滞
納
す
る
こ
と
に
よ
り
、
厳

し
い
滞
納
処
分
を
受
け
、
財
産
や
社

会
的
信
用
を
失
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
税

金
は
、
自
主
的
に
納
期
内
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

  
税
金
は
確
実
に
納
期
内
に
お
納
め
く
だ
さ
い
︒
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【問い合わせ先】　岩出市総合保健福祉センター
　　　　　　　　保健推進課　　TEL.61-2400
　　　　　　　　電話のかけ間違いにご注意
　　　　　　　　ください　

保健推進課 からのお知らせ

　　　　　　　　　　　風しん緊急対策！
　　　風しん予防接種費用を助成します！

　20 歳代から 40 歳代を中心に県内で風しんが流行しています。妊

婦が風しんに感染すると、胎児が白内障、先天性心疾患、難聴等を主

な症状とする「先天性風しん症候群」にかかるおそれがあります。

　そこで、妊婦とその子どもを風しんから守るため、緊急対策として

風しん予防接種費用を助成します。

　

　（1 人につき１回限り）

　（協力医療機関以外で接種する場合、接種費用に

　よっては自己負担が発生することもあります。）

子
育
て
の
悩
み
等
の
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す

○
相
談
場
所
・
相
談
時
間

・
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
小
児
成
育

　

医
療
支
援
室

　

℡
０
７
３
︲
４
４
１
︲
０
８
０
８

・
平
日
（
月
～
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

・
公
立
那
賀
病
院

　

毎
週
木
曜
日

　

午
後
２
時
～
４
時

○
相
談
担
当
者

小
児
科
医
師
、
臨
床
心
理
士
、
社
会

福
祉
士
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

○
利
用
方
法

　

ま
ず
、
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
小

児
科
成
育
医
療
支
援
室
へ
電
話
で
相

談
し
て
い
た
だ
き
、
相
談
内
容
で
面

談
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
予
約
日
を
決

め
て
来
院
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
相
談
は
無
料
で
す
。）

　協力医療機関で接種の場合は、予

診票（接種券）が必要となります。

事前に保健推進課へお申込くださ

い。「妊婦の夫」が接種される場合、

確認書類として母子健康手帳が必要

です。協力医療機関以外で接種の場

合は、一旦全額自己負担の上、接種

後に

　・領収書原本（接種者名・接種

　　年月日・ワクチン名の記載が　

　　あるもの）

　・接種者名義の通帳                          

　・母子健康手帳（妊婦の夫のみ）

　・認印

をご持参ください。

岩出市ウェブサイトにも掲載してお

ります。

【問い合わせ先】

岩出市総合保健福祉センター

保健推進課

℡ 61-2400

●接種費用助成期間

平 成 25 年 5 月 21 日 ～ 平 成 26 年 3 月

31 日までの接種分

※平成 25 年 5 月 20 日以前の接種分は

対象になりません。

●助成方法

●接種費用

●接種対象者

自
身
と
胎
児
の
た
め
に

　
　
　
　

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　岩出市に住所を有する方で、次のいずれかの方

　　（１）１９歳以上５０歳未満の妊娠を希望する女性

　　（２）妊婦の夫

　※妊娠中は接種できません。また、接種後２か月間は

　避妊が必要です。

　協力医療機関で接種する場合、無料　

●接種費用助成期間

平 成 25 年 5 月 21 日 ～ 平 成 26 年 3 月

31 日までの接種分

無料は平成 26 年 3 月 31 日

までの接種分です。

みなさん予防接種を受けま

しょう！
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福    祉   課
【問い合わせ先】　福祉課　　　   TEL.62-2141（代）

　　　　　　　　児童福祉係　   内線324
　　　　　　　　障がい福祉係   内線322
　　　　　　　　　

月 日 曜 歯科医院名 住所（診療所） ＴＥＬ

7
月

7 日 佐野歯科医院 紀の川市豊田85 77-0170

14 日 はぎはら歯科 紀の川貴志川町長原102 64-8850

15 月 水崎歯科医院 岩出市宮67-4 62-9898

21 日 谷口歯科医院 紀の川市名手市場252-3 75-4467

28 日 和（なごみ）歯科クリニック 岩出市根来937-1 69-0118

休日歯科急患当番表 那賀歯科医師会日曜・祝日の休日歯科診療

※受診の際は、電話等で確認のうえご来
　院ください。
※当番医が急に変更になる場合がありま
　すので、電話が通じないときは消防署
　（℡ 61-1791）にお問い合わせください。

保健事業予定表 平成25年7月分 平成25年8月分 両月とも
事業名 実施日 内容 実施日 内容 受付時間 場所

乳
幼
児
健
康
診
査

４か月児 22日（月）  平成25年 3月生まれ 26日（月）   平成25年 4月生まれ 13：00～13：15

岩　

出　

市　

総　

合　

保　

健　

福　

祉　

セ　

ン　

タ　

ー

23日（火） 27日（火）

７か月児 16日（火）  平成24年12月生まれ 20日（火）   平成25年1月生まれ 13：00～13：1517日（水） 21日（水）

１歳8か月児   9日（火）  平成23年11月生まれ   6日（火） 平成23年12月生まれ 13：00～13：1510日（水）   7日（水）

３歳６か月児 12日（金）  平成21年12月生まれ   9日（金）   平成22年1月生まれ 13：00～13：3019日（金） 23日（金）

乳
幼
児

健
康
相
談

１０か月児   9日（火）   平成24年 8月生まれ   6日（火）  平成24年 9月生まれ 9：00～9：3010日（水）   7日（水）

２歳６か月児 12日（金）  平成22年12月生まれ   9日（金）  平成23年1月生まれ 9：00～9：3019日（金） 23日（金）

　パパママ教室　
（妊婦教室）

24日（水）・歯の健康について
・妊娠中の食事について 28日（水）

・妊婦体操について
・産後うつについて

  9:45～10:00

  　(予約制）

栄
養
教
室

離乳食 8日（月） 離乳食について   19日（月）離乳食について   9:45～10:00      
  　(予約制）

健
康
相
談

一般健康相談
毎週月曜日

（平日のみ）
健康や育児等について
の相談

毎週月曜日

（平日のみ）
健康や育児等についての
相談

9:30～11:00

成
人
検
診

特定健診
　　     ＋　　　
がんセット検診

（胃・肺・大腸・乳）

  4日（木）

  5日（金）

11日（木）

24日（水）

事前に申し込みされた方 8：30～10：00

乳がん検診
  4日（木）

11日（木）

24日（水）

事前に申し込みされた方  13:30～14:30

  13日（土） オークワミレニアシティ
 岩出店 

10日（土）  オークワミレニアシティ
 岩出店

23日（火）

10時～12時30分

岩出警察署
12日（月）

 9時～11時30分

 那賀消防組合消防本部
14時～16時30分

松源岩出中黒店
 13時～16時30分
 那賀総合庁舎

18日（日） オークワミレニアシティ
岩出店 

10：00～12：00                       
13：00～16：30

・一般献血 （16～
  69歳）
・65歳以上の方は 、
  60～64歳のとき
  に１回でも経験
  のある方

日程・場所はテレビか
らでも確認できます。
○確認方法
テレビ和歌山→
リモコンのdボタンを押
す→「けんけつ＋ちゃん
ねる」→「献血場所を探す」

献　血

福    祉   課
【問い合わせ先】　福祉課　　　   TEL.62-2141（代）保 健 事 業 予 定 表 （ 平 成 25 年 7 月・8 月 ）
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からのお知らせ

休日や夜間に利用できる病院のご案内

○和歌山市夜間休日応急診療センター　℡ 073-425-8181　住所：和歌山市吹上５丁目 2-15（和歌山市中保健所内）
　夜間診療・休日診療が利用できます。診療科目・診療時間については、電話でご確認ください。

○和歌山県救急医療情報センター
　365 日 24 時間対応。近くの医療機関の案内があります。

℡ 073-426-1199
http://www.wakayama.qq-net.jp/

※診察を受ける場合は事前に電話でご確認ください

休
日

診
療

診療科目 診療時間
★日・祝内科・外科・小児科 午前 9 時～正午・午後１時～午後 4 時 30 分

○那賀休日急患診療所　℡ 77-6410　住所：紀の川市東大井 350

げ
ん
き
ア
ッ
プ
教
室

健
康
に
よ
い
こ
と
を
何
か
始
め
た
い
と
思
っ
て
い

る
方
、ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
参
加
費
無
料
）

こ
れ
か
ら
運
動
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
う
方
、
運

動
を
す
る
仲
間
づ
く
り
を

し
た
い
方

★
対
象
者

各
回
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
を
定
め
て
、
生
活
や
栄
養
と
運
動
の
両

面
か
ら
お
話
し
し
ま
す
。

平
成
25
年
度

ご
案
内

日にち 時間 グループワーク
7 月 17 日（水）

10 時～ 12 時

＊受付

9 時 30 分～

夏バテ予防（ビタミンの効果）

7 月 26 日（金） 油と脂のちがい

8 月   8 日（木） 食物繊維って何？

9 月   4 日（水） 上手なおやつの取り方

9 月 18 日（水） からだの中から若返り（イソフラボンの効果）

各
回
、
定
員
50
名
。
5
回
連
続
で
参

加
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

★
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

保
健
推
進
課

　

岩
出
市
金
池
92
番
地

　

℡
61
︲
２
４
０
０

★
場
所

　
岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
3
階　

多
目
的
ホ
ー
ル
）

★
講
師　

健
康
運
動
指
導
士

　
　
　
　

小お
が
わ川　

陽よ
う
じ
ろ
う

二
郎
先
生

★
持
ち
物

　
飲
み
物
（
お
茶
や
ス

ポ
ー
ツ
飲
料
な
ど
）・
筆
記
用
具
・

バ
ス
タ
オ
ル
（
又
は
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
）・

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル　

★
服
装　

運
動
し
や
す
い
服
装
・
靴

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。　

★
申
込
方
法

　
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
電
話

で
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
は
、

本
年
４
月
1
日
か
ら
定
期
予
防
接
種

に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ワ
ク
チ
ン
と
の
因
果
関

係
を
否
定
で
き
な
い
持
続
的
な
痛
み

が
接
種
後
に
特
異
的
に
見
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
厚
生
労
働
省
は
、
こ
の
副

反
応
の
発
生
頻
度
等
が
よ
り
明
ら
か

に
な
り
、
適
切
な
情
報
提
供
が
で
き

る
ま
で
の
間
、
個
別
の
接
種
案
内
等

は
控
え
る
べ
き
で
あ
る
と
し
ま
し

た
。

　　

こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、
引
き

続
き
法
律
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
ま

す
が
、
受
け
る
か
ど
う
か
は
、
有
効

性
と
接
種
に
よ
る
副
反
応
が
起
こ
る

リ
ス
ク
を
理
解
し
た
上
で
、
ご
判
断

く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
推
進
課

　

℡
61
︲
２
４
０
０

子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
の

　  
接
種
勧
奨
の

　
　
　  
差
控
え
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保健推進課からのお知らせ
からのお知らせ

子
宮
が
ん
検
診
を
受
け
ら
れ
る

                     

医
療
機
関
が
増
え
ま
し
た
！

　

今
年
度
か
ら
岩
出
市
・
紀
の
川
市
内
の
医
療
機
関
に
加
え
、
和
歌
山
市
、
海

南
市
、
紀
美
野
町
の
一
部
の
医
療
機
関
で
も
子
宮
が
ん
検
診
を
受
診
し
て
頂
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
診
方
法　

受
診
希
望
の
医
療
機

関
に
事
前
に
連
絡
し
、﹁
岩
出
市
の

子
宮
が
ん
検
診
を
受
け
た
い
﹂
と
伝

え
て
予
約
く
だ
さ
い
。

　
（
市
へ
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。）

●
持
っ
て
い
く
も
の

　
健
康
保
険
証

●
検
診
受
診
費
用

　
無
料
（
全
額
市

負
担
）

●
対
象
者　

20
歳
以
上
の
女
性

　
（
平
成
26
年
3
月
31
日
の
年
齢
）

●
検
診
内
容　

　

問
診
・
内
診
・
細
胞
診

●
検
診
期
間　

　

平
成
25
年
5
月
1
日
～

　
　
　
　
　

平
成
26
年
1
月
31
日

●
受
診
場
所　

左
記
の
医
療
機
関

病院名 住所 電話番号
畑産婦人科・小児科 岩出市川尻 240-6 63-0055

奥医院 紀の川市桃山町最上 805 66-0005

北山産婦人科クリニック 紀の川市貴志川町丸栖 662-1 64-3048

近藤医院 紀の川市粉河 1731 73-2059

馬淵医院 紀の川市粉河 2213 73-2116

公立那賀病院 紀の川市打田 1282 78-3891

産婦人科 My Clinic 和歌山市本町 6 丁目 55 073-422-0102
医療法人粉川

レディスクリニック
和歌山市六十谷 366-4 073-461-0349

はまだ婦人科 和歌山市島 230-2 073-462-0341

海南医療センター 海南市日方 1522-1 073-482-4521

国保野上厚生総合病院 海草郡紀美野町小畑 198 073-489-2178

食
中
毒
に
ご
用
心
！  

夏
場
は
高
温
多
湿
に
な
る
た
め
、
食
中
毒
が
多
発
す
る
時
期
で
す
︒

食
中
毒
を
よ
く
知
り
、
予
防
し
ま
し
ょ
う
︒

︵
原
因
︶

　

食
中
毒
は
、
ウ
イ
ル
ス
や
細

菌
、
化
学
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
食

品
や
飲
料
水
、
ま
た
は
ふ
ぐ
の

肝
、
毒
キ
ノ
コ
な
ど
、
身
体
に
有

害
な
も
の
を
飲
食
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
発
症
し
ま
す
。

︵
症
状
︶

　

主
な
症
状
は
、
吐
き
気
や
嘔

吐
、
腹
痛
、
下
痢
な
ど
の
急
性
胃

腸
炎
症
状
や
、
麻
痺
な
ど
の
神
経

症
状
と
し
て
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

︵
食
中
毒
予
防
の
三
原
則
︶

　

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
の
食

中
毒
は
、
食
品
内
に
食
中
毒
菌
が

い
な
い
か
、
い
て
も
食
中
毒
を
起

こ
す
量
で
な
け
れ
ば
、
発
生
し
ま

せ
ん
。
つ
ま
り
、
食
中
毒
菌
が
す

み
や
す
い
環
境
や
、
増
え
る
環
境

を
つ
く
ら
な
い
こ
と
が
、
予
防
の

基
本
で
す
。
食
中
毒
菌
を
﹁
つ
け

な
い
・
増
や
さ
な
い
・
殺
す
﹂
の

三
原
則
で
食
中
毒
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
。

︵
こ
ん
な
点
に
気
を
つ
け
て
︶

・
ふ
き
ん
な
ど
の
洗
い
残
し

・
野
菜
の
泥
や
汚
れ
、
カ
ッ
ト
野
菜

の
消
費
期
限

・
冷
蔵
庫
内
の
肉
や
魚
の
液
も
れ

・
解
凍
し
た
冷
凍
食
品
を
再
度
冷
凍

し
て
は
ダ
メ

・
お
弁
当
の
食
材
は
冷
ま
し
て
か
ら

入
れ
る

・
き
ゅ
う
り
の
塩
も
み
は
菌
に
狙
わ

れ
や
す
い

・
肉
を
焼
く
箸
と
食
べ
る
箸
は
別
々

に
す
る

・
こ
ま
め
に
、
調
理
器
具
を
洗
浄
、

殺
菌
す
る

︵
こ
ん
な
と
き
は
必
ず
手
を
洗
お

う
︶

・
外
出
か
ら
帰
っ
た
後

・
鼻
を
か
ん
だ
後

・
動
物
に
触
っ
た
後

・
ト
イ
レ
に
行
っ
た
後

・
オ
ム
ツ
を
交
換
し
た
後

・
肉
や
魚
、
卵
を
扱
う
前
後

・
下
準
備
、
調
理
前
、
食
事
前
、
後

片
付
け
の
前

・
肌
や
髪
を
触
っ
た
後

︵
食
中
毒
が
疑
わ
れ
た
ら
︶

　

症
状
が
あ
ら
わ
れ
た
ら
、
自
己
判

断
で
下
痢
止
め
や
嘔
吐
止
め
の
薬
を

服
用
す
る
の
は
危
険
で
す
。

す
み
や
か
に
か
か
り
つ
け
医
の
診
断

を
受
け
ま
し
ょ
う
。
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生活環境課 からのお知らせ
【問い合わせ先】　生活環境課　TEL.62-2141（代）

　　　　　　　　　　　　　　内線185・186
　　　　　　　　クリーンセンター
　　　　　　　　　　　　　　TEL.62-0814

ごみの分別と資源化にご協力ください！
　岩出市では、ごみの減量化・資源化の推進、負担の公平化を図るため、「ごみ有料化」を実施しています。

福  祉  加  算  配  布

▼福祉加算配布の無料配布枚数（該当者１人当たりの 7 月申請分の配布枚数）

対　象　者 申請に必要な書類 20ℓ袋 30ℓ袋 45ℓ袋

Ａ：身体障害者手帳（１級または２級）の交
　付を受けている方で、おむつを使用してい
　る方

・おむつの領収書（レシート可）

・追加で配布を必要とする方の印鑑

・身体障害者手帳

60 枚 40 枚 30 枚

Ｂ：要介護４または５の認定を受けている方
　で、おむつを使用している方

・おむつの領収書（レシート可）

・追加で配布を必要とする方の印鑑

・要介護認定通知書、又は介護保険証

60 枚 40 枚 30 枚

Ｃ：常時おむつを使用している方
　

・おむつの領収書（レシート可）

・追加で配布を必要とする方の印鑑
60 枚 40 枚 30 枚

　次の該当者には各世帯の人数に応じた無料配布枚数に加えて生活環境課窓口にて本人または家族等により申請いただい

た上でごみ袋を配布しています。 ただし、申請は年 1 回のみで、申請時に袋の大きさを選んでいただきます。

清掃ボランティアをしてくださる団体にごみ袋の配布をしています！
　岩出市内の道路、河川、公園等の公共区域の清掃をしていただけるボランティア団体には、市役所にて事前に申請をい

ただいた上で、清掃ボランティア用（黄色）のごみ袋を配布しています。ただし、清掃後に余ったごみ袋は返却していた

だきます。

○対象となる団体　区・自治会、子ども会、老人会、ＰＴＡ、その他営利を目的としないボランティア団体等。

○申請受付　随時受け付けています。

集団資源回収活動を始めませんか？

○対象品目　新聞、雑誌、チラシ、段ボール、紙パック、ペットボトル、衣類、アルミ缶、スチール缶、ビン類。

○交付の対象となる団体　自治会、子ども会、老人会、ＰＴＡ、その他営利を目的としないボランティア団体等。

○奨励金の額　資源物の回収量１㎏あたり４円です。

○奨励金の交付を受けるには　事前に団体登録が必要ですので、詳しくは市役所生活環境課までお問い合わせください。

○団体登録受付　随時受け付けています。

　家庭から発生する古紙等を集団で資源回収する団体に対して、その回収量に応じて奨励金を交付させていただく制度が

ありますので、ぜひご利用ください。

　集団資源回収とは、新聞、雑誌、段ボール等のリサイクル可能な資源物を、自治会や子ども会、ＰＴＡなどが自主的に

回収し、資源回収業者に引き渡す活動です。 　（ただし、岩出市内の家庭から排出されたものに限る）

生
ご
み
等
の
野
焼
き

　
　
　
は
や
め
て
！

　
﹁
近
所
の
野
焼
き
の
煙
が
、
家
の

中
に
入
っ
て
き
て
迷
惑
し
て
い
る
﹂

と
い
う
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

野
焼
き(

ド
ラ
ム
缶
で
ご
み
を
燃

や
す
行
為
も
含
む)

は
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

煙
や
悪
臭
に
よ
り
近
所
迷
惑
と
な

る
だ
け
で
な
く
、
有
害
物
質
を
発
生

さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
、
人
の
健
康

へ
の
問
題
も
心
配
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
火
災
の
原
因
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。

　

野
焼
き
の
禁
止
の
例
外
は
、﹁
農

業
、
林
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を
得

な
い
も
の
﹂・﹁
風
俗
・
習
慣
上
や
宗

教
上
の
行
事
﹂・﹁
た
き
火
な
ど
の
軽

微
な
も
の
﹂
な
ど
で
す
。
例
外
で

あ
っ
て
も
、
住
宅
地
に
近
い
場
所
で

は
、
風
向
き
や
時
間
帯
に
配
慮
す
る

な
ど
、
周
り
の
人
に
迷
惑
が
及
ば
な

い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
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7月
の不燃物と資源ごみの

   回収予定日

回収区域
不燃物

（カン・ビン類）
資源ごみ

県道泉佐野岩出線

より東側の地域
3日・17日

（第１・３水曜日）
毎週金曜日

県道泉佐野岩出線

より西側の地域
10日・24日

（第２・４水曜日）
毎週木曜日

クリーンセンターからのお知らせ
＊
一
般
廃
棄
物
の
搬
入
は
、
岩
出
市
内
の
ご
み
に

限
り
ま
す
。

＊
搬
入
さ
れ
た
一
般
廃
棄
物
が
、
事
業
系
の
廃
棄

物
か
一
般
家
庭
か
ら
の
廃
棄
物
か
の
判
別
が
む
ず

か
し
い
場
合
は
、
住
宅
地
図
に
よ
る
排
出
先
の
確

認
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

＊
家
庭
用
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
・
ス
プ
レ
ー
缶
等

は
、
ご
み
収
集
車
の
火
災
の
原
因
と
な
り
ま
す
の

で
使
い
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

＊
岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
に
な
る
場

合
は
、
新
風
吹
ト
ン
ネ
ル
を
大
阪
方
面
に
進
行

し
、
出
口
の
信
号
で
右
折
し
、
旧
道
を
右
折
し
て

く
だ
さ
い
。（
交
差
点
に
注
意
）

○
問
い
合
わ
せ
先

・
生
活
環
境
課

　

℡
62
︲
２
１
４
１
（
内
線
１
８
５
・
１
８
６
）

・
岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

℡
62
︲
０
８
１
４

　

な
お
、
持
ち
込
ま
れ
た
ご
み
に
つ
い
て
、
不
審

な
場
合
、
ご
み
の
出
処
・
内
容
等
に
つ
い
て
後
日

確
認
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
確
認
の
結
果
、
悪
質
な
場

合
は
警
察
に
通
報
致
し
ま
す
。

●
市
内
で
営
業
活
動
を
行
っ
て
い
る
事
業　

　

者
（
排
出
者
）
は
、
自
己
の
責
任
で
廃

　

棄
物
を
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
（
廃
掃
法
第
３
条
）

●
事
業
者
自
ら
が
搬
入
し
処
理
を
依
頼
す

　

る
事
業
系
一
般
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、

　

処
理
手
数
料
が
必
要
で
す
。

︻
ご
み
の
搬
入
時
間
は
︼

・
月
～
金

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

・
土
曜
日

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時

　
　
　
　   ︵
事
業
系
ご
み
を
除
く
︶

○
岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
廃
棄
物
を
自
己
搬

入
す
る
場
合

　
﹁
持
ち
込
み
ご
み
申
請
書
﹂
へ
の
記
入
と
あ
わ

せ
て
、﹁
免
許
証
等
の
住
所
確
認
が
で
き
る
証
明

書
﹂
に
よ
り
住
所
の
確
認
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　
（
有
料
処
理
）（
廃
掃
法
お
よ
び
市
条
例
）

●
事
業
者
が
岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
廃
棄
物

を
搬
入
処
理
す
る
場
合
は
、
登
録
が
必
要
で
す
。

（
登
録
申
請
の
受
付
は
岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。）

●
岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
の
通
行
は
、
職
員

の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
ご
注
意

　

資
源
ご
み
分
別
区
分
中
の
﹁
そ
の
他
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
﹂﹁
衣
類
﹂
の
中
に
粗
大

ご
み
が
混
ざ
っ
て
お
り
、﹁
そ
の
他
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
﹂
に
は
ポ
リ
バ
ケ
ツ
や
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
の
お
も
ち
ゃ
・
衣
装
ケ
ー
ス

等
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、﹁
衣
類
﹂
に
は
毛
布
、
布
団
、
枕
、

カ
ー
テ
ン
等
の
布
類
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
資
源
ご
み
に
含
ま
れ
な
い
も

の
は
可
燃
性
粗
大
ご
み
と
な
り
ま
す
の

で
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
持
込
い

た
だ
く
か
、
年
２
回
の
粗
大
ご
み
の
回
収

時
期
に
可
燃
性
粗
大
ご
み
と
し
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　　　　みんなでつくろう！　ごみのない街・きれいな街・美しいふるさとづくり

　

空
き
地
等
に
雑
草
が
繁
茂
し
ま
す

と
、
住
環
境
や
健
康
に
悪
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
の
で
、
空
き
地
の
所
有

(

管
理)

者
は
、
周
辺
に
迷
惑
が
か

か
ら
な
い
よ
う
に
責
任
を
持
っ
て
雑

草
除
去
を
行
っ
て
い
た
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

﹁
空
き
地
等
雑
草
除
去

   

に
つ
い
て
﹂ 

の
お
願
い

ご
み
の

　
　
不
法
投
棄
禁
止
！

　

ご
み
を
河
川
、
堤
防
、
道
路
な
ど

に
捨
て
た
場
合
に
は
、
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
に
よ
り

処
罰
さ
れ
ま
す
。

　

ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
は
、
環
境

汚
染
を
招
く
な
ど
、
多
く
の
皆
様
に

多
大
な
迷
惑
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ

う
し
た
社
会
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
に

反
す
る
行
為
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

　

ご
み
を
出
す
場
合
、
き
ち
ん
と
分

別
し
、
不
適
切
な
ご
み
が
混
ざ
っ
て

い
な
い
か
確
か
め
、
市
の
指
定
袋
に

入
れ
、
収
集
日
に
決
め
ら
れ
た
集
積

場
所
に
出
し
ま
し
ょ
う
。
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生活環境課からのお知らせ

　

浄
化
槽
を
使
用
さ
れ
て
い
る
ご
家
庭
の
方
へ

　

浄
化
槽
が
故
障
し
て
い
た
り
、
正

し
い
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
、

近
所
の
方
々
に
迷
惑
を
か
け
る
ば
か

り
で
な
く
、
河
川
や
生
活
環
境
の
汚

染
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。　
　

　

お
宅
の
浄
化
槽
は
大
丈
夫
で
し
ょ

う
か
？
定
期
的
に
保
守
点
検
、
法
定

検
査
、
清
掃
を
行
い
、
適
正
な
管
理

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◎
保
守
点
検
と
は

　

浄
化
槽
の
管
理
者
は
、
浄
化
槽
の

機
能
が
正
し
く
働
き
、
放
流
水
が
基

準
内
で
流
さ
れ
る
よ
う
、
定
期
的
に

保
守
点
検
を
行
う
こ
と
が
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
保
守
点
検

は
和
歌
山
県
知
事
の
登
録
を
受
け
た

専
門
の
登
録
業
者
に
委
託
し
ま
し
ょ

う
。

◎
法
定
検
査
と
は

　

浄
化
槽
の
管
理
者
は
、
毎
年
1

回
（
新
た
に
設
置
、
又
は
構
造
及
び

規
模
を
変
更
し
た
浄
化
槽
に
つ
い
て

は
、
使
用
開
始
後
3
个
月
経
過
し
た

日
か
ら
5
个
月
の
間
に
1
回
）
水
質

に
関
す
る
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
検
査
手
数
料
の
料
金
は
次

の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

11
条
検
査
手
数
料
（
5
～
10
人
槽
）

　

合
併
処
理
浄
化
槽
５
８
０
０
円

　

単
独
処
理
浄
化
槽
５
８
０
０
円

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
す
る
と

５
０
０
円
の
値
引
き
制
度
が
あ
り
ま

す
。

検
査
の
申
込
み
つ
い
て
は
、
和
歌
山

県
水
質
保
全
セ
ン
タ
ー
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

℡
０
７
３
︲
４
３
２
︲
６
４
３
３

◎
清
掃
と
は

　

浄
化
槽
を
一
定
期
間
使
用
し
て
い

る
と
、
汚
泥
・
ス
カ
ム
（
※
）
が
た

ま
り
、
放
っ
て
お
く
と
浄
化
す
る
能

力
が
低
下
し
、
水
域
が
汚
濁
さ
れ

て
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
ま
す
の

で
、
清
掃
を
す
る
こ
と
が
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
浄
化
槽
の

清
掃
は
、
毎
年
1
回
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
の
で
、
市
の
許
可
業
者
に

お
い
て
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

※
ス
カ
ム
と
は
、
浮
遊
し
て
い
る
汚

　

泥
の
こ
と
。

生
活
排
水
設
置
状
況

︵
浄
化
槽
︶
の
調
査
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

●
調
査
目
的

　

市
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
河
川

等
の
汚
濁
防
止
、
公
共
水
域
の
水
質

保
全
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
浄

化
槽
な
ど
の
設
置
状
況
を
調
査
し
ま

す
。

●
調
査
内
容
・
方
法

浄
化
槽
、
く
み
取
り
便
所
、
公
共
下

水
道
な
ど
の
生
活
排
水
の
設
置
状
況

に
つ
い
て
の
聞
き
取
り
を
行
い
ま

す
。

　

な
お
、
在
宅
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
目
視
に
よ
る
調
査
等
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

●
調
査
期
間

平
成
25
年
7
月
か
ら
約
1
年
間

●
調
査
機
関
・
問
い
合
わ
せ

○
和
歌
山
県
水
質
保
全
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
７
３
︲
４
３
２
︲
６
４
３
３

○
市
役
所　

生
活
環
境
課　
　

◎実施日時
　7 月 7 日（日）　午前 8 時～ 9 時（小雨決行）

◎雨天の場合
　7 月 13 日（土）に延期

◎集合場所
　○岩出地区の方は、大宮神社駐車場

　○山崎地区の方は、紀の川中島右岸河川敷内

　○根来地区の方は、民俗資料館前駐車場

　○上岩出地区の方は、根来公園墓地駐車場

　○船戸・山崎の方は、紀の川船戸左岸河川敷内

　詳しくは、生活環境課までお問い合わせください。

　この運動は、市民が一体となって美化運動に取り組み、ごみのないまち・きれいなまち・美しいふるさとづくりを推進

し、環境美化運動への認識を深めるとともに、愛着のもてるふるさとづくりに貢献すること、また近年川の流れを通じて

海岸に漂着するごみ等により、漁業活動や景観に悪影響を及ぼしている状況にあることからクリーン缶トリー運動を通し

て海岸漂着物の問題について理解を深め、発生を抑制することを目的に実施します。

　市民の皆様方のご参加をお願い致します。

今年も、 「クリーン缶トリー運動イン岩出」 を下記のとおり実施します。

「第 22 回クリーン缶トリー
     運動イン岩出」 にご協力を！
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保険年金課 からのお知らせ
【問い合わせ先】　保険年金課　  TEL.62-2141（代）

　　　　　　　　国保・年金係　内線192・193
　　　　　　　　保健医療係　  内線167・183

納期限のお知らせ

7 月 31 日（水）です。

平成 25 年度国民健康保険税第 2 期

期日に遅れないようにお納めください。

便利で確実な口座振替制度をご利用ください。

平成 25 年度後期高齢者医療保険料第 1 期

の納期限は、

11 日（ 木 ）・25 日（ 木 ）　        
午後８時まで

（後期高齢者医療保険料の相談も
できます。）

7 月 の 夜 間 納 税 相 談 日

　 　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理

由
等
で
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
、
申
請
に
よ
り
保

険
料
を
免
除
で
き
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
に
は
、
全
額
免

除
、
一
部
免
除
（
１
／
４
免
除
、

半
額
免
除
、
３
／
４
免
除
）
が
あ

り
、
保
険
料
の
免
除
を
受
け
ず
保

険
料
が
未
納
の
状
態
で
、
万
一
、

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事

態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
制
度
を

活
用
し
、
将
来
の
受
給
権
を
確
保

し
ま
し
ょ
う
。

○
免
除
の
条
件

　

本
人
（
被
保
険
者
）・
配
偶
者

世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
中
の
所

得
が
基
準
以
下
で
あ
る
こ
と
。（
失

業
等
の
場
合
は
、
特
例
措
置
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
30
歳
未
満
の
方

に
は
、
世
帯
主
の
所
得
を
除
い
て

審
査
す
る
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

が
あ
り
ま
す
。）

※
一
部
免
除
を
受
け
た
方
は
、
残

り
の
保
険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば

未
納
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
の

で
、
必
ず
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

○
手
続
に
必
要
な
も
の

　

・
年
金
手
帳
・
印
鑑

　

・
市
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
場
合

　
　

は
、
本
人
（
被
保
険
者
）・

　
　

配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
中

　
　

の
所
得
証
明
書

　

・
退
職
（
失
業
）
し
て
い
る
場

　
　

合
は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格

　
　

者
証
ま
た
は
、
離
職
票
等
の

　
　

公
的
機
関
の
証
明
書
の
写
し

○
免
除
期
間
中
の
保
険
料
と
年
金

　
額

　

免
除
等
の
承
認
期
間
は
、
定
額

保
険
料
を
納
付
し
た
と
き
と
比
べ

将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
減
額
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
後
か
ら
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
承
認
を
受
け
た
期
間

の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
目

以
降
、
当
時
の
保
険
料
に
経
過
期

間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ

れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

国
保
・
年
金
係
（
内
線
１
９
２
）

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、

免
除
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

１　保険証に替えて「資格証明書」を交付します

　国民健康保険は、病気やけがなどに備え、みなさんの健康
を守るための相互扶助の制度です。国保税は、この制度を健
全に運営するためのもので、みなさんに公平に負担をお願い
しています。
　そのため、災害その他特別の事情がないにもかかわらず、
納付されない場合は、次のような措置をとらせていただきま
す。

「資格証明書」の交付を受けると、
①保険証を交付された場合と同様に、国保税は課税されま
す。
②医療費の全額を自費で支払い、後日国保・年金係へ申請をす
れば、 保険給付分の払い戻しを受けられます。ただし、払い戻

国保税の納め忘れはありませんか

納付が困難な場合は、保険年金課国保・年金係まで納　
税相談にお越しください。（災害等により納付困難な　
ときは、税・延滞金の減免、一部負担金の免除に該当　
する場合があります。）

２　預貯金や給与等を差し押さえる場合があります
差し押さえられた預貯金等はお返しすることができま　
せん。

○問い合わせ先　国保・年金係（内線 176・187）

し額の全額または一部を差し止めることがあります。
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○個別健診の受診期間は、平成 25 年 11 月 30 日（土）までです。

　おなか周りの内臓に脂肪が蓄積した内臓脂肪型肥満に加え、高血糖、高血圧、脂質異常のうち、いずれか２つ以上を併

せもった状態をいいます。

○メタボリックシンドロームとは ?

○ 7 月の集団健診（岩出市総合保健福祉センター／あいあいセンター）の受診日
　 4 日（木）、5 日（金）、11 日（木）、24 日（水）

受診に関しての

      ご注意

・健診は集団か個別のどちらかの受診となります。

・受診の際は、受診券と岩出市国民健康保険被保険者証を窓口に提示してく  
    ださい。

～特定健診は受けましたか？～

平成 25 年度の対象者の方に特定健康診査受診券（ 黄色 ）
を送付しています。

　・持参するもの
　　集団健診（あいあいセンター ）の受診申し込みをされた方は、お送りした受診券、問診票と国民健康保険証をお持

　　ちください。

　　※受診券（3 月末送付）と問診票（5 月上旬以降送付）は別々に送付しています。

　運動不足や食べ過ぎ、喫煙といった生活習慣の積み重ねが引き起こす病気の総

称です。（糖尿病、高血圧・高尿酸血症及び脂質異常症などが含まれます。）

○受診券を失くされた場合、再発行いたしますので、下記までご連絡ください。

　岩出市では、40 歳から 74 歳までの岩出市国民健康保険加入者の方を対

象に、糖尿病・高血圧・脂質異常症などの生活習慣病の発症と関わりがある

メタボリックシンドローム（ 内臓脂肪症候群 ）に着目した生活習慣病予防

を目的とする特定健診（ 無料 ）を実施しています。

○生活習慣病とは？

直接希望する医療機関に受診券と国民健康保険証を提示して受診してください。

（受診日時は、必ず事前に医療機関と電話等で調整してください。）

健診種別 問い合わせ先

40 歳から 74 歳の方の特定健診 加入している各医療保険者（市国保の方は保険年金課  ℡ 62-2141  内線 176）

75歳以上の方の健康診査 和歌山県後期高齢者医療広域連合　℡073-428-6688

20・30歳代健診と各種がん検診 市役所保健推進課　℡61-2400

～生活習慣を見直すよい機会です。年に一度の特定健診を受診しましょう！～
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保険年金課からのお知らせ

　

　

　

　現在交付しております＜ひとり親家庭医療費受給者
証＞と＜重度心身障害児者医療費受給者証＞の有効期
限が平成 25 年 7 月 31 日まで（一部例外あり）となっ
ています。
　つきましては、平成 25 年 8 月 1 日以降お使いいた

だける受給者証を交付するため、次の日程で更新作業

を行いますので、手続をお願いします。

　つきましては、保護者の平成 24 年中所得が所得制

限内の世帯には、平成 25 年８月１日以降お使いいた

だける受給資格証を 7 月中旬までに送付します。（手

続の必要はありません。）

ひとり親家庭医療費受給者証
重度心身障害児者医療費受給者証
　　　  の更新が必要です

　現在交付しております＜子ども医療費受給資格証＞
の有効期限が平成 25 年 7 月 31 日までとなっています。

○期間　7 月 22 日（月）～ 7 月 26 日（金）
○時間　午前 9 時～午後５時
○場所　岩出市役所　３階　第６会議室
※手続に必要な書類など、更新に関する
詳しい内容は、７月中旬までに郵送でお
知らせします。

○問い合わせ先

子ども医療費受給資格証
                                            の更新月です

　平成 25 年 7 月 31 日の有効期限満了に伴い、保険

証（被保険者証）を更新いたします。新しい保険証は『う

すいオレンジ色』です。７月中旬頃から順次簡易書留

郵便にて郵送する予定です。

後期高齢者医療制度の保険証の色が
「みず色」から『うすいオレンジ色』

に変わります

○現在お持ちの保険証（みず色）について
　新しい保険証『うすいオレンジ色』がお手元に
届き次第、「みず色」の保険証は、市役所にお越
しの際にご返却いただくか、ご自分で細かく裁断
するなどして、住所・氏名などが他人に知られな
いよう十分ご注意の上、処分してください。

○負担割合が変更している場合があります

○問い合わせ先

　今回お届けする『うすいオレンジ色』の保険証
は７月１日から有効ですので、お手元に届き次第
使用できます。

　届くまでは現在お持ちの保険証「みず色」をご使用

ください。（「みず色」の保険証は平成 25 年 8 月 1 日

以降使用できません。）

　平成 25 年度住民税の課税所得により、一部負担金

の割合が変更になっている場合がありますのでご確認

ください。（住民税の課税所得が 145 万円以上の被保

険者のいる世帯の方は、一部負担金の割合が「3 割」

となります。）

　保健医療係（内線 183）

例えば・・
　今まで 1 割だった方が 3 割負担に変更となる場合
　新しい保険証に「3 割（平成 25 年 7 月 31 日まで

　は 1 割）」と表示されています。

○保護者が平成 25 年 1 月 1 日現在、岩出市の住
　民で無い場合で、岩出市にて所得確認ができな
　い場合

保健医療係（内線 167）

　所得証明書の提出が必要となります。
　提出が必要な方には所得証明書提出の案内を個別に

送付していますので、所得証明書の提出をお願いしま

す。

　所得判定の結果、所得制限を超えた場合は＜不交付

通知＞を送付しますのでご了承いただきますようお願いし

ます。

○問い合わせ先
保健医療係（内線 167・184）

医療制度更新の
　　　　お知らせ

◀
細
か
く
裁
断
し
て
く

◀
返
却
お
願
い
し
ま
す

だ
さ
い
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長寿介護課 からのお知らせ

【問い合わせ先】　長寿介護課　TEL.62-2141（代）
　　　　　　　　介護保険係　内線198・189
　　　　　　　　長寿社会係　内線327　

利用者
負担段階 要　　件

１日当たりの居住費 １ 日 当 た り
の食費ユニット型個室 ユニット型準個室

（従来型個室） 多　床　室

第１段階

・老齢福祉年金受給者で本人
   および世帯全員が住民税非
    課税の方
・生活保護を受給している方

８２０円 ４９０円
（３２０円） ０円 ３００円

第２段階

本人および世帯全員が住民税
非課税であり、前年の合計所
得金額と課税年金収入額の合
計が 80 万円以下の方

８２０円 ４９０円
（４２０円） ３２０円 ３９０円

第３段階
本人および世帯全員が住民税
非課税であり、保険料段階第
２段階以外の方

１，３１０円 １，３１０円
（８２０円） ３２０円 ６５０円

第４段階 世帯内に課税されている方が
いる場合

基　準　費　用　額

１，９７０円 １，６４０円
（１，１５０円） ３２０円 １，３８０円

　

介
護
保
険
施
設
に
入
所
、
入

院
又
は
短
期
入
所
さ
れ
て
い
る

方
で
下
表
第
１
段
階
～
第
３
段

階
に
該
当
す
る
方
は
、
申
請
に

よ
り
利
用
者
負
担
額
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。
軽
減
対
象
者
に
は
、

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証

を
交
付
し
ま
す
。
介
護
保
険
施

設
を
利
用
す
る
際
は
、
事
前
に

事
業
者
に
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。　

　

※
（　

）
内
は
介
護
老
人
福

祉
施
設
に
入
所
ま
た
は
短
期
入

所
を
利
用
し
た
場
合
の
従
来
型

個
室
の
額
。

※
有
効
期
間
は
、
認
定
月
の
初

日
か
ら
平
成
26
年
6
月
30
日
ま

で
で
す
。
引
き
続
き
負
担
の
軽

減
を
受
け
る
に
は
更
新
が
必
要

で
す
。

※
申
請
は
随
時
受
付
け
て
い
ま

す
。
詳
細
は
、
長
寿
介
護
課
介

護
保
険
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先　

　

介
護
保
険
係　

   （
内
線
１
９
８
）　

介
護
保
険
施
設
入
所
者
（
短
期
入
所
を
含
む
）
の

居
住
費
（
滞
在
費
）
・
食
費
に
係
る
負
担
限
度
額
認
定
の
申
請

○
利
用
者
負
担
段
階
別
の
負
担
限
度
額

〜
社
会
福
祉
法
人
等
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
へ
〜

　

社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
さ
れ
、
次
の
一
定
の
条
件

を
満
た
す
方
は
、
申
請
に
よ
り
利
用

者
負
担
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス

　

社
会
福
祉
法
人
等
が
提
供
す
る
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
（
軽
減
実
施
の
申

し
出
を
し
て
い
る
社
会
福
祉
法
人
が

提
供
す
る
も
の
に
限
り
ま
す
）

○
対
象
者

　

市
町
村
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
で

あ
っ
て
、
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す

者
の
う
ち
、
そ
の
者
の
収
入
や
世
帯

の
状
況
、
利
用
者
負
担
等
を
総
合
的

に
勘
案
し
、
生
計
が
困
難
な
者
と
し

て
岩
出
市
が
認
め
た
者
。

①
年
間
収
入
が
単
身
世
帯
で

１
５
０
万
円
、
世
帯
員
が
１
人
増
え

る
ご
と
に
50
万
円
を
加
算
し
た
額
以

下
で
あ
る
こ
と
。

②
預
貯
金
等
の
額
が
単
身
世
帯
で

３
５
０
万
円
以
下
、
世
帯
員
が
１
人

増
え
る
ご
と
に
１
０
０
万
円
を
加
算

し
た
額
以
下
で
あ
る
こ
と
。

③
日
常
生
活
に
供
す
る
資
産
以
外
に

活
用
で
き
る
資
産
が
な
い
こ
と
。

④
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
等
に
扶
養

社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る

　
　
　
　
　
　

利
用
者
負
担
の
軽
減
制
度

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

⑤
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と
。

○
軽
減
の
割
合

　

利
用
者
負
担
、
居
住
費
（
滞
在

費
）、
食
費
等
の
利
用
者
負
担
額
の

う
ち
４
分
の
１
（
老
齢
福
祉
年
金
受

給
者
は
２
分
の
１
）。

　

生
活
保
護
受
給
者
は
、
介
護
老
人

福
祉
施
設
に
入
所
ま
た
は
短
期
入
所

し
た
と
き
の
個
室
の
居
住
費
（
滞
在

費
）
の
利
用
者
負
担
額
の
み
対
象
と

な
り
ま
す
。

※
申
請
は
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
長
寿
介
護
課
介
護
保
険
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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7 月 31 日（水）です。

第一号被保険者（65 歳以上）
　　　　　介護保険料普通徴収納期

平成 25 年度　介護保険料第 2 期分

の納期限は、

認知症の人と家族の交流会
　　　　（ぴあサロン）に
　　　　　　参加してみませんか

　岩出市では、認知症の方の介護をされている家

族等の介護負担やストレスの軽減をはかるため

に、認知症の方と家族の相談交流会（ぴあサロン）

を定期的に開催していますので是非ご参加くださ

い。

○日時　7 月 24 日（水）　午後１時 30 分～３時

○場所
　岩出市総合保健福祉センター　３階　会議室Ｂ

○対象者　認知症の方を介護されている家族。

　事情により高齢者本人の同伴も可能ですので、

　事前にご相談ください。

○申込み・問い合わせ先　
　介護保険係　（内線３５３）

介
護
保
険
事
業
計
画
等
作
成
委
員
会

　
　
　
　
　
　

 
 
 
 

委
員
募
集
の
お
知
ら
せ

②
応
募
資
格

・
岩
出
市
に
在
住
し
て
い
る
方

・
介
護
保
険
及
び
高
齢
者
福
祉
に
つ

い
て
関
心
が
高
く
、
積
極
的
に
参
加

で
き
る
方

・
委
員
会
の
開
催
は
平
日
と
な
り
ま

す
の
で
、
平
日
２
時
間
程
度
、
岩
出

市
役
所
も
し
く
は
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
を
会
場
と
す
る
委
員
会
に
出

席
で
き
る
方

③
締
切
日　

7
月
24
日
（
水
）

　
　
　
　
　

当
日
消
印
有
効

④
応
募
方
法

　

官
製
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年

　

介
護
保
険
事
業
計
画
と
は
、
岩
出

市
に
必
要
と
な
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

目
標
量
や
、
そ
れ
ら
を
実
現
す
る
た

め
の
対
応
策
や
事
業
費
の
見
込
み
な

ど
を
計
画
す
る
も
の
で
す
。
本
市
で

は
高
齢
者
福
祉
計
画
と
一
体
化
し
て

計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
計

画
は
高
齢
者
の
方
々
の
た
め
の
施
策

の
目
標
と
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
介
護
保
険
事
業
計
画

等
の
見
直
し
を
行
う
に
あ
た
り
、
住

民
の
皆
様
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
く

た
め
、
左
記
の
と
お
り
委
員
を
公
募

い
た
し
ま
す
。

①
募
集
人
員

　
　
　
４
名　

募　集　人　員（4 人）

第 1 号被保険者
（65 歳以上）

昭和 23 年 9 月 2 日

以前生まれの方

男性 1 人

女性 1 人

第 2 号被保険者
（40 歳～ 64 歳）

昭和 25 年 4 月 2 日～

昭和 48 年 9 月 2 日

生まれの方

男性 1 人

女性 1 人

岩
出
市
西
野
２
０
９
番
地

長
寿
介
護
課
介
護
保
険
係

℡
62
︲
２
１
４
１
（
内
線
１
７
９
）

e-m
ail

：kaigo@
city.iw

ade.lg.jp

齢
・
電
話
番
号
及
び
簡
単
な
自
己
紹

介
（
応
募
動
機
な
ど
）
を
記
入
の
う

え
、
岩
出
市
役
所
長
寿
介
護
課
介
護

保
険
係
あ
て
に
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

⑤
委
員
の
選
考

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

⑥
委
員
の
任
期

　
　
１
年
６
个
月

⑦
そ
の
他

　

委
員
会
は
原
則
公
開
し
ま
す
。

○
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
４
９
︲
６
２
９
２ 

○
は
が
き
の
記
入
例

岩
出
市
西
野
２
０
９
番
地

〒 649-6292

電話番号

長
寿
介
護
課
介
護
保
険
係　

行

はがきうらはがきおもて

岩
出
市
役
所

簡単な自己紹介
（応募動機など）

住所・氏名・年齢

介護保険事業計画等作成

委員会委員に応募します。
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コーナー
【問い合わせ先】　生涯学習課　  TEL.62-2141（代）

　　　　　　　　青少年女性係　内線282 青少年健全育成

夏の子どもを守る運動

［期間：7月 1日（月）～ 8月 31 日（土）］

　岩出市の未来を担う青少年の健やかな成長は、市民

すべての願いです。しかしながら、少子高齢化が急速

に進行する中で、核家族化、高度情報化が進み、家庭、

学校、地域等青少年を取り巻く環境は変化し、非行件

数も依然高い傾向にあり憂慮されています。特に夏場

は、長期の休みなどで活動時間と範囲が広がり、商業

施設等に青少年が多く集まるなど、非行や犯罪被害の

発生が多くなることが予想されます。特に７月、８月

を「夏の子どもを守る運動」期間と定め、岩出市青少

年育成市民会議をはじめ、各種団体や地域社会が一体

となり、市民総ぐるみで青少年の非行防止、併せて交

通事故や水の事故等の防止を図り、夏の子どもたちが

○日時　7 月 12 日（金）午後 7 時 30 分から

○場所　岩出市総合保健福祉センター　3 階　多目的ホール

○演題　「三人の子どもを育てて～夢をあきらめない～」　

○講師　田
た な か

中　章
しょうじ

二　氏

　　　　・和歌山県立和歌山北高等学校　教諭

　　　　・和歌山オレンジ体操クラブ　代表

　　　　・和歌山県体操協会副理事長　強化・ジュニア部長

○主催　岩出市青少年育成市民会議

　　　　岩出市教育委員会

「青少年の非行 ・ 被害防止全国強調月間」
　全国的に７月は「青少年の非行・被害防止全国強調月間」と定められ、共通理解と認識の下に、関係する事業を

集中的に実施いたします。今回、その一環として、下記のとおり講演会を開催しますので、是非ご参加ください。

大会が次のとおり開催されます。

○日時　7 月 27 日（土）　午後 1 時 30 分～ 5 時

○場所　市民総合体育館

○主催　公益社団法人　和歌山県青少年育成協会

「少年メッセージ 2013」和歌山県大会が岩出市で開催！
　人格を形成する上で重要な時期にある中学生が、日

常生活の中での実体験などを通して得た自らの考え方

や将来の夢を発表することによって、少年少女に対す

る正しい理解を深め、郷土の未来を担う若い世代の育

成を図るため、「少年メッセージ２０１３」   和歌山県

市内巡回

パトロールの様子

健やかに育つよう、街頭啓発や市内巡回パトロールな

どを実施します。

田中　章二　氏

田中三きょうだいの父
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暮らしの

情  報
岩出市役所…………………62-2141（代）

（岩出市教育委員会）

総合保健福祉センター……61-2400
地域子育て支援センターいわで…62-3362
地域子育て支援センターあいあい…61-2983
クリーンセンター…………62-0814
市民総合体育館……………62-0370
民俗資料館…………………63-1499

岩出図書館…………………62-7222
岩出警察署…………………63-0110
那賀消防組合………………61-0119

主　な　機　関　の　連　絡　先
   

子
育
て

み
ん
な

　
あ
つ
ま
れ

            

　
い
わ
で
っ
子
！  

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
、
み
ん
な
で
楽
し
い
ひ
と
と

き
が
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
ふ
れ
あ
い

遊
び
等
を
実
施
し
ま
す
。

実施日 対         象 あそび 定員

8 月 12 日（月）

8 月 23 日（金）

２歳児

（平成 22 年 4 月 2 日～平成 23 年４月１日生）

水 遊 び

雨天の場合：手作りおもちゃ
15 組

8 月 20 日（火）

8 月 30 日（金）

１歳児

（平成 23 年 4 月 2 日～平成 24 年４月１日生）

水 遊 び 

雨天の場合：手作りおもちゃ
10 組

8 月 27 日（火）

8 月 29 日（木）

0 歳児

（平成 24 年 4 月 2 日生～）

水 遊 び 

雨天の場合：手作りおもちゃ
10 組

※
ど
ち
ら
か
良
い
日
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

﹁
ス
リ
ン
グ
﹂・
体
温
計
・
タ
オ
ル
・

お
茶
（
親
子
共
）・
動
き
や
す
い
服
装

＊
希
望
者
の
方
は
７
月
１
日
（
月
）

～
７
月
10
日
（
水
）
ま
で
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
61
︲
２
９
８
３

○
健
康
講
座

　
﹁
手
軽
に
で
き
る
減
量
・
健
康
の

た
め
の
運
動
﹂

○
講
師

　

近
畿
大
学
生
物
理
工
学
部
准
教
授

　

谷
本　

道
哉　

氏

○
日
時　

7
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

○
場
所　

岩
出
市
立
体
育
館

　
　
　
　
（
市
役
所
西
側
）

○
持
ち
物　

上
靴
・
タ
オ
ル
・
飲
み

物
・
運
動
で
き
る
服
装

※
成
人
講
座
に
申
し
込
ん
で
い
な
い

方
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
係

　

℡
62
︲
２
１
４
１
（
内
線
２
８
３
）

　

親
子
で
ダ
ン
ス
を
し
な
が
ら
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
た
り
身

体
を
動
か
し
楽
し
い
ひ
と
時
を
す
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
！

○
日
時　

7
月
12
日
（
金
）

　

午
前
10
時
15
分
～
11
時
30
分

○
場
所　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ

　
　
　
　

ン
タ
ー（
3
階
・
小
ホ
ー
ル
）

○
内
容　

親
子
で
ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス

○
講
師　

小
林　

里
江　

氏

○
対
象　

3
个
月
～
2
歳
の
幼
児
と

　
　
　
　

そ
の
保
護
者

○
定
員　

15
組

○
持
ち
物　
﹁
抱
っ
こ
ひ
も
﹂
or

○
場
所　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ

　
　
　
　

ン
タ
ー　
　
　
　
　
　
　

○
時
間　

　

午
前
10
時
30
分
～

　

11
時
30
分

○
受
付
期
間

　

7
月
22
日   （
月
）
～

　
　
　
　
　
　
　

7
月
31
日   （
水
）

　

電
話
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
終
了
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

○
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

岩
出
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
61
︲
２
９
８
３

親
子
で
ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス

を
楽
し
も
う
！  

成
人
講
座 

   

生
涯
学
習

○
男
女
共
同
参
画
講
座

﹁
江
戸
時
代
に
活
躍
し
た
女
性
た
ち

に
学
ぶ
﹂

○
講
師　

元
・
和
歌
山
県
教
育
研
修

　

セ
ン
タ
ー
所
長

　

田
中　

康
義　

氏

▼
紀
泉
台
学
園

・
日
時　

7
月
17
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

・
場
所　

紀
泉
台
地
区
公
民
館

▼
山
崎
学
園

・
日
時　

7
月
22
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

・
場
所　

山
崎
地
区
公
民
館

▼
上
岩
出
学
園

・
日
時　

7
月
24
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

・
場
所　

上
岩
出
地
区
公
民
館

▼
岩
出
学
園

・
日
時　

7
月
26
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

・
場
所　

岩
出
地
区
公
民
館

▼
根
来
学
園

・
日
時　

7
月
29
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

・
場
所　

根
来
地
区
公
民
館

※
ふ
れ
あ
い
学
級
生
随
時
募
集

○
対
象
者

岩
出
市
に
在
住
す
る
60
歳
以
上
の
方

○
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
係

℡
62
︲
２
１
４
１
（
内
線
２
８
３
）

ふ
れ
あ
い
学
級
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○
問
い
合
わ
せ
先

・
お
子
様
が
通
学
し
て
い
る
小
中
学
校

・
教
育
総
務
課
学
校
教
育
係

℡
62
︲
２
１
４
１
（
内
線
２
９
０
）

の
ど
ち
ら
か
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

政
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。（
予
約
不
要
）

○
日
時　

7
月
17
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

○
場
所　

　

山
崎
地
区
公
民
館　

　

第
1
会
議
室

○
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室　

市
民
ふ
れ
あ
い
係

　

℡
62
︲
２
１
４
１
（
内
線
１
１
９
）

     

相
　
談

    

行  

政  

相  

談

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
、

行
政
の
仕
組
み
や
手
続
、
行
政
機
関

が
不
明
で
ど
こ
で
何
を
相
談
し
て
よ

い
か
分
か
ら
な
い
等
、
ど
ん
な
こ
と

で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
行

消
費
生
活
相
談

　

悪
質
訪
問
販
売
や
架
空
請
求
、
貸

金
業
者
か
ら
の
借
金
問
題
な
ど
の
消

費
者
問
題
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

︻
岩
出
市
開
設
︼

○
日
時
・
場
所
（
月
２
回
）

　

7
月
9
日
（
火
）・
23
日
（
火
）

　

午
後
１
時
～
４
時

　

中
央
公
民
館
２
階
第
１
会
議
室

教
育
相
談

○
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室

　

℡
62
︲
２
１
４
１
（
内
線
１
１
４
）

︻
紀
の
川
市
開
設
︼

○
日
時
・
場
所
（
月
２
回
）

　

7
月
10
日
（
水
）・
24
日
（
水
）

　

午
後
１
時
～
４
時

　

紀
の
川
市
役
所
南
別
館
２
階
相
談
室
小

○
問
い
合
わ
せ
先

　

紀
の
川
市
商
工
観
光
課

　

℡
77
︲
２
５
１
１

ろ
う
か
と
感
じ
た
と
き
は
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
人
権
擁
護
委
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
日
時

　
７
月
９
日
（
火
）

　
　

午
後
１
時
～
４
時

○
場
所

　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
人
権
啓
発
係

　

℡
62
︲
２
１
４
１
（
内
線
３
２
１
）

     

募
　
集

    

岩
出
の
古
い
写
真
を

集
め
て
い
ま
す

○
募
集
す
る
写
真　

・
岩
出
市
内
の
風
景
写
真

　

明
治
時
代
か
ら
昭
和
40
年
代
ま
で

の
間
に
岩
出
市
内
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
。

（
古
い
街
並
み
や
古
い
建
物
な
ど
、

絵
葉
書
も
可
）

○
写
真
の
提
供
方
法

・
ご
提
供
い
た
だ
け
る
写
真
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
岩
出
市
民
俗
資
料
館
ま

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
写

真
に
つ
き
ま
し
て
は
、
複
製
し
、
後

日
返
却
い
た
し
ま
す
。

※
写
真
は
、
プ
リ
ン
ト
（
ア
ル
バ

ム
）・
フ
ィ
ル
ム
・
デ
ジ
タ
ル
デ
ー

タ
の
い
ず
れ
で
も
結
構
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
民
俗
資
料
館　

　

℡
63
︲
１
４
９
９

　

人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た
の
ま
ち

の
相
談
相
手
で
す
。
市
長
が
推
薦

し
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
民
間
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
で
す
。

　

毎
日
の
生
活
を
営
ん
で
い
く
上

で
、
こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い
だ

人
権
相
談  

～
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

　
　
　
　
　
相
談
し
て
く
だ
さ
い
～

　

岩
出
市
文
化
協
会
で
は
、
日
頃
の

ク
ラ
ブ
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
機

会
と
し
て
、
作
品
展
示
を
定
期
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、｢

俳
画
ク
ラ
ブ｣

の
み

な
さ
ん
に
よ
る
展
示
で
す
。

　

多
く
の
皆
様
の
ご
来
館
を
、
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

○
ク
ラ
ブ
名　

俳
画
ク
ラ
ブ

○
期
間　

　

7
月
7
日
（
日
）
～
7
月
31
日
（
水
）

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

（
最
終
日
の
み
午
後
4
時
ま
で
の
展

示
と
な
り
ま
す
。）

○
場
所　

岩
出
市
民
俗
資
料
館

　
　
　
　

1
階　

企
画
展
示
室

※
民
俗
資
料
館
の
入
館
時
間
は
、
午

後
4
時
30
分
ま
で
で
す
。

○
休
館
日　

　

7
月
の
休
館
日
は
、
毎
週
火
曜
日

と
17
日
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
文
化
協
会
事
務
局

　
（
生
涯
学
習
課
内
）

　

℡
62
︲
２
１
４
１
（
内
線
２
８
５
）

岩
出
市
文
化
協
会
に
よ
る

作
品
展
示

　

岩
出
の
暮
ら
し
を
物
語
る
古
い
写

真
を
岩
出
市
民
俗
資
料
館
で
収
集
し

て
い
ま
す
。
ご
提
供
い
た
だ
い
た
写

真
は
、
民
俗
資
料
館
の
展
示
等
で
使

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

岩
出
市
内
の
小
中
学
生
や
保
護
者

の
方
を
対
象
に
、
学
習
や
生
活
、
子

育
て
等
教
育
全
般
に
関
す
る
相
談
を

次
の
機
関
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

・
山
崎
北
小
学
校
・
上
岩
出
小
学
校

・
岩
出
中
学
校
・
岩
出
第
二
中
学
校

○
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

・
岩
出
第
二
中
学
校

○
適
応
指
導
教
室
﹁
フ
レ
ン
ド
﹂

○
岩
出
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー

へ
の
相
談
は
、
実
施
校
以
外
の
学
校

か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　

合
唱
参
加
者
募
集
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暮らしの情報

︻
内
容
︼
救
命
に
必
要
な
技
術
を
マ

☆
子
ど
も
防
災
博
士
応
急
手
当
講
座

︻
日
程
︼
８
月
４
日
・
８
月
18
日

             

午
前
９
時
～
11
時
30
分

︻
対
象
者
︼　

小
学
生
の
防
災
博
士

　
　
　
　
　

  

認
定
講
座
修
了
者

︻
内
容
︼
応
急
手
当
の
知
識
や
技
術

を
わ
か
り
や
す
く
学
び
ま
す
。

☆
お
こ
の
み
講
座

︻
日
程
︼
毎
月
第
１
・
第
３
日
曜
日          

　
　
　
　

の
午
後
か
ら　

︻
内
容
︼
受
講
者
の
要
望
に
応
じ
て
、

各
種
の
防
災
体
験
学
習
を
行
い
ま
す
。

○
各
講
座
の
お
問
い
合
わ
せ
先

　

防
災
セ
ン
タ
ー

　

℡
61
︲
７
２
５
９　

民
踊
講
習
会
︵
盆
踊
り
︶

を
開
催
し
ま
す

○
主
催

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

○
日
時　

7
月
20
日(

土)

○
場
所　

市
民
総
合
体
育
館

　
　
　
　

2
階
小
ホ
ー
ル

○
講
師　

　
　

竹
垣
流
舞
踊
家
元

　
　

竹
垣
な
す
み
先
生

○
日
程

　
　

開
会　

午
後
1
時
30
分

　
　

講
習　

新
曲
2
曲
の
予
定

　
　

閉
会　

午
後
3
時
30
分

○
費
用　

無
料

○
問
い
合
わ
せ
先

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会　

松
見

（
受
講
料
無
料
）

○
実
施
日

　

毎
月
第
１
・
第
３
日
曜
日

○
場
所　

　

那
賀
消
防
本
部
防
災
セ
ン
タ
ー

　
（
岩
出
市
中
迫
１
５
４
）

☆
普
通
救
命
講
座

︻
日
程
︼
7
月
21
日
・
９
月
15
日　

　
　
　

   

10
月
６
日
・
10
月
20
日　

              

午
前
９
時
～
正
午

 

那
賀
消
防
組
合

　
　
　
　
日
曜
消
防
講
座

講
　
座

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
体
験
・

入
隊
説
明
会

　
参
加
ご
案
内

　

私
達
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
、
一

緒
に
活
動
す
る
ス
カ
ウ
ト
（
男
子
・

女
子
）
と
健
全
な
青
少
年
育
成
に
協

力
し
て
い
た
だ
け
る
指
導
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

○
日
時　

７
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

　
　
　
　
（
小
雨
決
行
）

○
場
所　

打
田
若
も
の
広
場

　
　
　
　

体
育
館
南　

河
川
敷

○
持
ち
物　

　

野
外
で
活
動
出
来
る
服
装
、
靴
、

軍
手
、
帽
子
、
飲
み
物
（
お
茶
等
）

○
内
容　

　

テ
ン
ト
の
張
り
方
、救
急
法
、ロ
ー

プ
の
使
い
方
、
野
外
料
理
、
工
作
、

︻
対
象
者
︼
中
学
生
以
上

災
害
備
蓄
食
品
の
試
食
、
楽
し
い

ゲ
ー
ム
な
ど
。

○
参
加
費　

無
料
（
昼
食
付
）

※
準
備
の
都
合
上
、
３
日
前
ま
で
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
当
日

参
加
も
可
能
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
那
賀
第
４
団

　

宮
本　

℡
０
９
０
︲
３
７
２
７
︲
８
７
１
３

合
唱
参
加
者
募
集

み
ん
な
で
歌
お
う　

　
　

第
九
コ
ン
サ
ー
ト

○
応
募
条
件　

小
学
生
以
上
の
方

○
募
集
人
数　

１
５
０
名（
先
着
順
）

○
練
習
参
加
費　

　
　
　
　
　

一　

般　

３
０
０
０
円

　
　
　
　
　

大
学
生　

１
５
０
０
円

　
　
　
　
　

小
・
中
・
高
生　

無
料

※
参
加
費
は
合
唱
練
習
の
経
費
に
充

て
ま
す
。（
開
催
日
ま
で
の
15
回
程
度
）

※
別
途
楽
譜
代
が
必
要
で
す
。

○
説
明
会

　

8
月
29
日
（
木
）
午
後
7
時
か
ら

　

岩
出
市
商
工
会
館　

2
階

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

℡
62
︲
０
８
３
８

（
水
・
木
・
金　

      

午
前
10
時
～
午
後
3
時
）

　
﹁
歓
喜
の
歌
﹂
を
地
域
の
力
を
結

集
し
、
感
動
を
共
有
し
ま
せ
ん
か
。

（
経
験
不
問
）

○
名
称

　
﹁
き
さ
ら
ぎ
コ
ン
サ
ー
ト
﹂

　

1
部　

那
賀
高
校
吹
奏
楽
部
演
奏

　

2
部　

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
第
九
合
唱

○
開
催
日　

　

平
成
26
年
2
月
8
日
（
土
）

　

岩
出
体
育
館
小
ホ
ー
ル

　
（
入
場
無
料
）

　

℡
62
︲
５
２
１
１

○
大
会
日　

　

４
月
17
日(

水)

○
場
所　

　

紀
美
野
町
ふ
れ
あ
い
公
園

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

○
結
果

▽
男
性
の
部

1
位

　
山
根
秀
樹

2
位　

三
浦
謹
二

3
位　

楠
根
由
喜
男

▽
女
性
の
部

1
位

　
楠
根
ツ
ヤ
子

第
9
回
岩
出
市
パ
ー
ク

　
　
ゴ
ル
フ
市
民
交
流
大
会

第
9
回
岩
出
市
パ
ー
ク

　
　
ゴ
ル
フ
市
民
交
流
大
会

○
大
会
日　

　

4
月
14
日(

日)

○
場
所　
　

根
来
総
合
運
動
広
場　

　
　
　
　
　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

○
結
果

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部

1
位

　
花
村
文
夫
・
澤
本
亮
哉

2
位　

藤
山
和
生
・
河
辺
忠
義

▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部

1
位

　
岡
本
美
和
子
・
藤
井
佳
代

2
位　

服
部
美
千
代
・
細
尾
光
代

　

＊
岩
出
市
テ
ニ
ス
協
会
主
催

   
大
会
結
果

第
23
回
岩
出
市
民

テ
ニ
ス
大
会

☆
幼
児
の
応
急
手
当
講
座

︻
日
程
︼
９
月
１
日
・
11
月
３
日

        

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

︻
対
象
者
︼
一
般
の
み

︻
内
容
︼
幼
児
の
病
気
や
ケ
ガ
に
つ

い
て
応
急
手
当
を
学
び
ま
す
。

2
位　

中
恵
史
代

3
位　

時
松
順
子

＊
岩
出
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
主
催

ス
タ
ー
し
ま
す
。
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岩
出
警
察
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

○
子
ど
も
、
若
者
の
交
通
事
故
が
増

え
て
い
ま
す
︒

・
家
庭
内
で
、
事
故
防
止
の
声
か
け

を
お
願
い
し
ま
す
。

・
若
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
、
速
度

を
控
え
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

・
一
時
停
止
場
所
で
は
、
ま
ず
、
止

ま
っ
て
か
ら
安
全
確
認
を
！

・
子
ど
も
さ
ん
が
自
転
車
に
乗
る
時

は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

・
自
動
車
を
運
転
す
る
と
き
は
も
ち

ろ
ん
、
自
転
車
に
乗
る
と
き
も
携
帯

○
自
衛
官
募
集
相
談
員
の
紹
介

　

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
で

は
、
岩
出
市
長
と
の
連
名
に
よ
り
次

の
方
に
募
集
相
談
員
を
委
嘱
し
て
い

ま
す
。
募
集
相
談
員
の
方
に
は
、
自

衛
官
募
集
に
係
わ
る
様
々
な
ご
協
力

を
頂
い
て
い
ま
す
。

　
（　

森　

）　    

大
又　

豊
春　

　
（
新
田
広
芝
）　

小
西　

正
行

　
（  

清 

水  

）　   

井
神　

慶
久

○
問
い
合
わ
せ
先

　

平
日　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

　

和
歌
山
募
集
案
内
所

　

電
話
や
携
帯
ゲ
ー
ム
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
飲
酒
運
転
は
重
大
な
犯
罪
で
す
︒

・
飲
酒
運
転
し
な
い
・
さ
せ
な
い
よ

う
、周
囲
の
方
も
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

・
二
日
酔
い
に
も
要
注
意
！

防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら
せ    

   
お
知
ら
せ

平
成
25
年
度
自
衛
官
等
募
集
説
明
会
案
内

　
　

防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
、
自
衛

　

官
等
募
集
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

○
自
衛
官
候
補
生

　

平
成
26
年
３
・
４
月
採
用
予
定

○
受
験
資
格

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

　
　
　

      

お
り
ま
す
。

　
（
女
子
）
８
月
１
日
～
９
月
6
日

○
そ
の
他
の
募
集
種
目

　

一
般
曹
候
補
生
、
航
空
学
生
、
防

衛
大
学
校
学
生
、
防
衛
医
科
大
学
校

医
学
科
学
生
、
防
衛
医
科
大
学
校
看

護
学
科
学
生
（
自
衛
官
コ
ー
ス
）

○
募
集
説
明
会

・
日
時　

７
月
13
日
（
土
）
14
日
（
日
）

　
　
　

  

午
前
10
時
～
午
後
3
時　

　

予
約
不
要
（
随
時
説
明
さ
せ
て
い

　

た
だ
き
ま
す
。）

　

保
護
者
の
方
も
お
気
軽
に
お
越
し  

　

下
さ
い
。

・
場
所　
　

　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

３
階　

Ａ
会
議
室

○
交
通
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
ら
︙

・
け
が
人
が
い
る
場
合
は
救
護
と

１
１
９
番
。

・
す
ぐ
に
警
察
へ
通
報
（
１
１
０
番
）

し
て
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
場
で
高
額
な
金
額
で
示
談
に

応
じ
ず
、
必
ず
１
１
０
番
し
て
く
だ

さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先　

岩
出
警
察
署

　

℡
63
︲
０
１
１
０

　

上
下
水
道
事
業
は
、
お
客
さ
ま
か

ら
い
た
だ
く
料
金
で
運
営
し
て
お

り
、
公
平
性
を
確
保
す
る
観
点
か

ら
、
料
金
を
お
支
払
い
い
た
だ
け
な

い
お
客
さ
ま
に
対
し
て
は
、
給
水
を

停
止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
上
下
水
道
料
金
が
未
納
と

な
っ
て
い
る
方
は
、
至
急
ご
入
金
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
給
水
停
止
に
至
ら
な
い
場

合
で
も
、
裁
判
所
を
通
じ
て
支
払
督

促
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

留
意
願
い
ま
す
。

○
納
入
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　

上
下
水
道
業
務
課
上
水
道
係

　

℡
62
︲
２
１
４
１

　
（
内
線
２
６
１
・
２
６
７
）

  

上
下
水
道
料
金
の
納
め

                  
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

  

上
下
水
道
料
金
の
納
め
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暮らしの情報
緑花センターからのお知らせ

【ハス観賞特別早朝開園】

【展示会】 開催時間は　9 ： 00 ～ 17 ： 00 まで （最終日は 16 ： 30 まで）        

【ワクワク教室】  参加者募集中！！現在参加申込みを電話で受付中！

【問い合わせ先】和歌山県植物公園緑花センター

〔住　　所〕649-6211　和歌山県岩出市東坂本672　〔電　　話〕62-4029　〔Ｆ Ａ Ｘ〕63-2570
〔ＨＰ〕http://www.w-botanicalgarden.jp　　〔E-mail〕center@w-botanicalgarden.jp

【7 月の休園日】 2 日（火）、9 日（火）、16 日（火）、23 日（火）、30 日（火）

7 月 6 日～ 7 日　　　　／古典植物展　　　　　　　　　　　／※一部即売あり

7 月 20 日～ 21 日　　　／寒らん・春らん新芽と柄物展　　　／※一部即売あり

7 月 21 日（雨天時は 28 日）　　 ／木登り教室（ツリークライミング）　　  ／※参加費必要（500 円）、6 才以上対象

7 月 28 日　　   　　　　　　      ／多肉植物の寄せ植え教室　　　　　　　／※材料費必要（1,500 円）                                                                                      

　緑花センターのハス池は 3,000㎡の広さで池には木橋が架かり、中央には浮見堂があるので、間近でハスの花を観賞

できます。日の出と共に花開くハスをより多くの皆様に楽しんでいただくため、早朝開園を行います。夏の青空の下、

優雅に咲き誇る白や薄紅色のハスの花と、大きく広がった緑の葉の鮮やかなコントラストを是非ご覧ください。皆様の

ご来園をお待ちしております。

●作品のテーマ：平成 25 年に撮影した緑花センター内にあるハス

●応募締切日：8 月 23 日（金）必着（直接持参又は郵送）
●応募枚数：お一人様 3 枚まで。
●作品の規格・条件：単写真Ａ 4、もしくは四つ切りサイズ。

　　　　　　　　　　カラープリントもしくはプリンター印刷（写真専用紙に限る）で加工・修正などの編集をして

　　　　　　　　　　いない未発表の作品。

●応募概要：「題名・撮影日時・氏名・住所・電話番号・年齢・作品返却の要不要」を記入した紙片を裏面に貼付し、　

　　　　　　応募の締切日までに直接持参か郵送にて必着のこと。

●展　示：入賞作品及び応募者 1 名につき 1 点の作品を緑花センター展示室にて展示します。

　　　　　展示期間は 9 月 7 日（土）～ 23 日（祝・月）

●細　則：入賞・佳作以上の作品の版権・その他の権利は主催者に帰属いたします。

　　　　　応募作品を郵送で返却希望者は返送用封筒に受取者の氏名・住所を記入し、切手を貼って同封してください。

　　　　　直接返却希望者は展示終了後 1 ヵ月以内に本館事務所までお越しください。

●審査・発表：締切後に主催者が委託する審査員により行い、入賞者には直接電話にて連絡させて頂きます。

●賞：金賞（1 点）、銀賞（2 点）、銅賞（3 点）、佳作（若干数）、レディース賞・マクロ賞・特別賞（各 1 点）、他

✿早朝開園日　7 月中旬以降
ハスの咲き具合で、早朝開園実施期間が前後します。
7 月に入りましたらホームページをご覧いただくか、お電話にてお問い合わせください。

✿早朝開園時間　午前 6 時 30 分から開園

【第 17 回　ハスの花の写真コンテスト】

　
　
　

広
告

耐 震 診 断 を 受 け ま せ ん か？無料で

※設計・改修に対しての補助金制度もあります。

・昭和５６年５月３１日以前に着工された木造住宅限定
  （プレハブ住宅は除く）

・専用住宅、兼用住宅（1/2 以上が住宅）２階建以下、延べ床面積
  ２００㎡以下

問い合わせ先　都市計画課開発指導係　℡ 62-2141（内線 223 ～ 225）
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暮らしの情報
　

わ
た
し
は
、
友
だ
ち
と
ピ
ア
ニ
カ

や
て
つ
ぼ
う
を
し
て
あ
そ
ぶ
こ
と
が

大
す
き
で
す
。
ま
い
日
、
学
校
に
き

て
、
友
だ
ち
と
あ
そ
ん
だ
り
、
い
っ

し
ょ
に
べ
ん
き
ょ
う
し
た
り
す
る
こ

と
も
、
と
て
も
た
の
し
い
で
す
。
だ

か
ら
、
学
校
が
大
す
き
で
す
。

　

今
日
、
先
生
が
﹁
さ
っ
ち
ゃ
ん
の

ま
ほ
う
の
て
﹂
と
い
う
本
を
読
ん
で

く
れ
ま
し
た
。
こ
の
本
に
は
、
さ
っ

ち
ゃ
ん
と
い
う
女
の
子
が
出
て
き
ま

し
た
。
さ
っ
ち
ゃ
ん
の
左
手
に
は
、

ゆ
び
が
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
た
し
は
、

こ
の
お
話
を
聞
い
て
、
と
て
も
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
と
て
も
か
わ
い
そ

う
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
ゆ
び
が
な
い

と
い
う
り
ゆ
う
で
、
お
ま
ま
ご
と
で

お
か
あ
さ
ん
に
な
れ
な
か
っ
た
り
、

友
だ
ち
に
い
や
な
こ
と
を
い
わ
れ
た

り
し
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

さ
っ
ち
ゃ
ん
は
、
よ
う
ち
え
ん
を

何
日
も
休
み
ま
し
た
。
一
日
中
、
大

4/8
回

さ
っ
ち
ゃ
ん
の
ま
ほ
う
の
て
を
読
ん
で

（
学
年
は
発
表
当
時
の
学
年
で
す
）

根
来
小
学
校
2
年

小 

ー

学
中 

生 

の メ
ッ
セ

ジ

し                    

ば                      

ち
　
み       

こ

す
き
な
く
ま
と
あ
そ
ん
で
い
ま
し
た

が
、
た
ぶ
ん
さ
っ
ち
ゃ
ん
は
、
よ
う

ち
え
ん
へ
行
き
た
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
や
っ
ぱ
り
友
だ
ち
と
あ
そ
び
た

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
よ
う

ち
え
ん
に
行
っ
た
ら
、
ま
た
友
だ
ち

か
ら
い
や
な
こ
と
を
言
わ
れ
る
か
ら

休
ん
だ
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
わ
た

し
も
、
友
だ
ち
に
い
や
な
こ
と
を
言

わ
れ
た
ら
、
さ
っ
ち
ゃ
ん
と
同
じ
よ

う
に
か
な
し
い
気
も
ち
に
な
り
ま

す
。

　

わ
た
し
も
、
学
校
の
友
だ
ち
と
け

ん
か
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
い

つ
も
心
の
中
で
、
す
ぐ
に
あ
や
ま
ろ

う
と
考
え
て
い
て
も
、
そ
の
子
の
顔

を
見
る
と
、
な
か
な
か
あ
や
ま
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
で
も
、
そ
ん
な

と
き
、
友
だ
ち
か
ら
あ
や
ま
っ
て
く

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
わ
た
し

は
、
と
て
も
う
れ
し
い
気
も
ち
に
な

り
ま
し
た
。
わ
た
し
も
、
ご
め
ん
ね

と
す
な
お
に
言
え
ま
し
た
。
じ
ぶ
ん

・
街
頭
啓
発
活
動

・
小
・
中
学
校
と
の
連
携
を
深
め
る

活
動

　

近
年
、
都
市
化
、
核
家
族
化
が
進

み
、
住
民
同
士
の
ふ
れ
あ
い
や
世
代

間
の
対
話
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
で
地
域
社
会
の
犯
罪
抑
止
力

や
家
庭
の
教
育
力
の
低
下
が
指
摘
さ

れ
る
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か
、
運
動
を
推
進
し
て
い
く

た
め
に
は
、﹁
対
話
と
協
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﹂
を
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と
し
た
﹁
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
﹂
づ

く
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大
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あ
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す
。

　

今
後
と
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、
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。

　
　
　
　
　
　
　

岩
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岩
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性
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﹁
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運
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築
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運
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○
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﹁
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組
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﹂

﹁
就
労
・
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盤
づ
く

り
に
つ
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が
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組
の
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﹂
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ち
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が
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本
の
さ
い
ご
に
、
さ
っ
ち
ゃ
ん
が

た
く
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ん
の
友
だ
ち
と
ゆ
う
ぐ
で
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し
そ
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で
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て
、
み
ん
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お
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て
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と
思
い
ま
し
た
。

　

わ
た
し
も
、
こ
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か
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し
て
し
ま
っ
た
ら
、
す
ぐ
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ま
っ
て
、
友
だ
ち
と
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か
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く
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。
そ
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、
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◀
発
表
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ば
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7
月
は
﹁
第
63
回
社
会
を
明
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く
す
る
運
動
﹂
強
調
月
間
で
す
︒
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図書館 へ

岩出図書館

行 こう
本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

（根来1472-1）
TEL.62-7222　FAX.62-7150

７月のカレンダー
開館時間　　岩出図書館　午前10時～午後７時
　　　　　　岩出図書館を除く分館・分室　午前10時～午後6時30分

岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室 中央公民館図書室・上岩出地区公民館図書室

☆本はおひとり５冊まで２週間借りることができます。
☆視聴覚資料はおひとり３点まで１週間借りることができます。

印は休館日です。
印は岩出図書館休館日のため、閲覧のみで貸出・延長
はできません。

休館中の本の返却は、図書館正門右の返却ポスト、または駅前ライブラリーの返却ポストをご利用ください。
ただし、DVD・ビデオ・CDなどの視聴覚資料、紙芝居など、破損の恐れのある資料は開館時に直接カウンターに
お返しください。

日 土金木水火月 日 土金木水火月

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

　岩出図書館では、第５9 回青少年読書感想文全国コンクールの課題

図書をすべてそろえています。それぞれの課題図書を３冊ずつご用意

していますが、多くの方に読んでいただくため、7 月 12 日（金）か
ら 9 月 4 日（水）までは、課題図書の貸出をおひとり１冊、貸出期
間を１週間とさせていただきます。　

　【 第 59 回青少年読書感想文全国コンクール課題図書 】

　課題図書の予約はおひとり１冊です。（インターネット予約はでき

ません。）予約本の取置期間は１週間です。多くの方に読んでいただ

くため、図書館からの連絡がありましたら、できるだけ早く借りに来

てください。

書　名 著　者 出版社
小学校低学年の部
メガネをかけたら くすのき　しげのり 小学館
なみだひっこんでろ 岩瀬　成子 岩崎書店
わたしのいちばんあのこの1ばん アリソン・ウォルチ ポプラ社
いっしょだよ 小寺　卓夫 アリス館

小学校中学年の部
くりぃむパン 濱野　京子 くもん出版
ジャコのお菓子な学校 ラッシェル・オスファテール 文研出版
こおり 前野　紀一 福音館書店
ゾウの森とポテトチップス 横塚　眞己人 そうえん社

小学校高学年の部
オムレツ屋へようこそ！ 西村　友里 国土社
有松の庄九郎 中川　なをみ 新日本出版社
はるかなるアフガニスタン アンドリュー・クレメンツ 講談社
永遠に捨てない服が着たい 今関　信子 汐文社

中学校の部
チャーシューの月 村中　李衣 小峰書店
フェリックスとゼルダ モーリス・グライツマン あすなろ書房
ぼくが宇宙人をさがす理由 鳴沢　真也 旬報社

高等学校の部
歌え！多摩川高校合唱部 本田　有明 河出書房新社
ジョン万次郎

～海を渡ったサムライ魂
マーギー・プロイス 集英社

宇宙へ「出張」してきます 古川　聡（他） 毎日新聞社

課題図書の貸出制限について　

課題図書の予約について

環境のよい図書館で読書を！

　今年の夏も暑い日が続いていますが、読

書や学習にふさわしい、自然環境に恵ま

れ、静かで落ち着いた岩出図書館で読書し

ませんか？

　岩出図書館では、本のほかに、多くの雑

誌・新聞・ＤＶＤ・ＣＤなども所蔵してお

り、日曜日のおはなし会やＤＶＤ上映会な

どのイベントも開催しています。

　また、岩出図書館と分館・分室とが連携

して図書を搬送し、市民のみなさんが便利

よく利用できる配本サービスを行っていま

すので、分館・分室もどうぞご利用ください。

　今年も、電力不足による節電が呼びかけ

られています。家庭での節電を行うととも

に、読書活動の活発化につながればと思っ

ておりますので、是非、環境のよい涼しい

図書館にご来館ください。

　岩出図書館スタッフ一同お待ちしており

ます。

○図書館ボランティアによるおはなし会

7 日（日）・14 日（日）…「おはなしドロップス」
21 日（日）・28 日（日）…「おはなしのとびら」
　午後 1 時 30 分から　岩出図書館おはなし室

○図書館スタッフによるおはなし会

27 日（土）…「おはなしパレット」
　午後 3 時から　岩出図書館おなはし室

★ 7 月の おはなし会

日時　7 月 13 日（土）

　　　　開場　午後 1 時 45 分　

　　　　開演　午後 2 時

場所　岩出図書館　大会議室
＊入場は無料です（先着 100 名）

●カンフー・パンダ　（92 分）
（日本語吹き替え・日本語字幕入り）

図書館ＤＶＤ上映会
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〒 649-6292　和歌山県岩出市西野 209　℡ 0736-62-2141
ウェブサイト　http://www.city.iwade.lg.jp/

市の人口と世帯（平成 25 年 5 月末現在）
総人口 : 53,357 人（男 : 25,826 人　女 : 27,531 人）
世帯数 : 21,311 世帯　　

【メッセージ花火数】
　１０ 発（１人１発）
【参加料】
　１発 ５, ０００ 円
【申込方法】
　申込用紙に住所・氏名等、必要事項をご記
入の上、料金を添えて事務局までお申し込み
ください。
※ 申込用紙は、事務局で配布します。　 　      　

　なお、岩出市ウェブサイトからもダウンロード

することができます。

【申込期間】
　７月8日   月  ～８月2日   金
※ 予定数（１０発）に達した時点で締め切りとさ

　せていただきます。

　いわで夏まつりのフィナーレを飾る「花火

大会」。あなたのメッセージを花火に込めて

打ち上げてみませんか？

　花火を打ち上げる前にお預かりした「メッ

セージ」と「お名前」をアナウンサーが読み

上げます。( ご自身でも )

【申込み・問い合わせ先】
  いわで夏まつり実行委員  
  会広報部会事務局

（ 岩 出 市 役 所 市 長 公 室 内 ）  
TEL  ：62-2141（内線 113）    
FAX：63-5229

たとえば・・・
   
　   

　　　　　　　　　　　　　　　　
　
　など。
　（ メッセージは、30 文字以内 ）

 あなたの花火…

　　　夜空に咲かせてみませんか ?

 メッセージ花火の
　　参加者を募集します！

    2013いわで夏まつり
    8 月 31 日   土     開催

    大宮緑地総合運動公園

誕生日おめでとう！

優勝おめでとう！
　大好きだよ！

　　　　　　　　　　　　　　　　
誕生日おめでとう！

優勝おめでとう！
　大好きだよ！


